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子
ど
も
の
い
じ

め
問
題
で
、
二

つ
の
第
三
者
委

員
会
が
設
置
さ

れ
ま
す

　

◆
い
じ
め
問
題
に

つ
い
て
は
、
現
行
で

は
、
い
じ
め
防
止
対

策
推
進
法
に
基
づ
き

「
日
野
町
学
校
・
子

ど
も
支
援
連
絡
協
議

会
」が
あ
り
ま
す
が
、

今
回
、
い
じ
め
に
よ

る
重
大
事
態
の
調

査
・
審
議
す
る
機
関

と
し
て
、
任
期
２
年

の
第
三
者
機
関
「
日

野
町
学
校
･
子
ど

も
い
じ
め
問
題
対
策

委
員
会
」
を
教
育
委

員
会
部
局
に
設
置
す

る
と
と
も
に
、
町
長

部
局
に
再
調
査
・
審

議
が
必
要
と
な
っ
た
事
案
に
対
応
す
る

た
め
の
第
三
者
機
関
と
し
て
「
日
野
町

い
じ
め
問
題
調
査
委
員
会
」（
非
常
設

･
任
期
２
年
）
を
設
置
し
、
問
題
解
決

に
あ
た
り
ま
す
。

  

そ
れ
ぞ
れ
、
教
育
･
法
律
･
心
理
・

福
祉
･
学
識
経
験
者
な
ど
の
専
門
家

５
人
以
内
で
構
成
し
（
両
組
織
の
委
員

は
重
複
し
な
い
）、
速
や
か
に
対
応
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

印
鑑
登
録
に「
旧
氏
」が

�

使
え
る
よ
う
に
な
り
ま
す

　

◆
女
性
活
躍
推
進
の
観
点
か
ら
、
国

の
「
旧
姓
の
通
称
と
し
て
の
使
用
の
拡

大
」
施
策
に
基
づ
き
、「
日
野
町
印
鑑

条
例
」
の
一
部
が
変
更
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
、
氏
名
、
氏
、
名
、
住
民　

基
本
台
帳
に
よ
る
通
称
ま
た
は
そ
れ
ら

を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
以
外
で
の
印
鑑

登
録
は
で
き
な
か
っ
た
も
の
を
、「
旧

氏
」
や
そ
れ
を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
も

印
鑑
登
録
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

（
令
和
元
年
11
月
５
日
施
行
）

幼
・
保
育
無
償
化
に
伴
い
、

　
給
食
材
料
費
の
取
扱
い
が

�
変
更
さ
れ
ま
す

　

◆
国
の
制
度
に
よ
る
無
償
化
は
、
３

～
５
歳
児
の
教
育
･
保
育
費
を
対
象

と
し
て
お
り
、
副
食
費
（
給
食
材
料

費
）
は
無
償
化
の
対
象
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
よ
っ
て
、
次
の
と
お
り
負
担
を
お

願
い
し
ま
す
。
な
お
、
こ
の
変
更
に
伴

い
実
質
負
担
増
に
な
る
家
庭
は
あ
り
ま

せ
ん
。
主
食
費
は
平
成
30
年
度
か
ら
米

飯
給
食
を
町
の
負
担
で
提
供
し
て
い
ま

す
。

　

無
償
化
に
伴
い
、
今
後
入
所
応
募
が

多
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
保
育

環
境
の
整
備
、
保
育
士
の
確
保
、
待
機

児
童
の
解
消
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
さ
ら
に
は
来
年
度
か
ら
国
の

支
援
が
地
方
交
付
税
に
よ
る
こ
と
で
町

の
負
担
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

トピックス

9月
議会

　

令
和
元
年
９
月
議
会
で
は
、
町
長

か
ら
提
案
の
あ
っ
た
18
件
の
議
案

(

決
算
９
件
は
別
途)

と
７
件
の
報

告
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、
全
員
賛

成
で
全
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

（
18
・
19
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
そ
の
中

の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
紹
介
し
ま
す
。

区　分 月額
幼稚園 ･こども園短時部 3600 円

保育園等
３〜５歳 4100 円

３歳未満 現行の額
（保育料に含まれる）

私立保育所 ( わらべ園 ) 4500 円
生活保護世帯、非課税世帯、年収 360 万円未満世
帯、第三子以降は免除

副食費負担額

日野町いじめ防止基本方針に基づく関係図

被害児童・
生徒保護者

止基本方針に基本方針に

日野町学校・子ども
支援連絡協議会

日野町教育委員会

日野町教育委員会

いじめ

加害児童・
生徒保護者

日野町学校・子ども
いじめ問題対策委員会

町 長

日野町いじめ問題
調査委員会

重
大
事
態
報
告

再
調
査

・
者

調
査
報
告

指
導
・支
援

相
談
・申
告

町議会

再
調
査

結
果
報
告

・彦根子ども家庭相談センター
・大津地方法務局彦根支局
・東近江警察署生活安全課
・日野町青少年育成町民会議
・子ども支援課
・町校園長会
・日野町少年センター
・県スクールソーシャルワーカー

日野町教育委員会

日野町学校・子ども
いじめ問題対策委員会

町 長

野町いじめ問題
調査委員会

町

日野日

連絡調整

加

※地方自治法第138条の4第3項に基づく機関

いじめ防止対策推進法第30条
第2項に基づく機関

いじめ防止対策推進法
第14条1項に基づく機関

2議会だより
日野町議会



　　　選挙投票率を考える
第７号の議会だよりで投票率が年々下がり続けている現状をお伝えしました。
第２回目は何故選挙に行かなくなったのかを考えていきます。

　どの年代においても投票率の低下が見
られ、選挙に行かない人が増えています。
　1995 年と2015 年、20 年後を見た年
代別の投票率を見ると、その差にあまり
変化が見られていないことに気付きます。
　つまり、若い世代に選挙に行っていなけ
れば、年齢を重ねても選挙には行かない
ことがうかがえるのではないでしょうか。

理由はさまざまですが、「自分の一票で政治は変わらない、暮らしも変わらない、だから選挙に関心
がない」と思っている人が多くいるのではと考えさせられます。

　若い方の投票率が悪いと思っていまし
たが、18～ 19 歳の方は4割の方が選
挙に行っていました。
　世界に目を向けてみると、20歳未満の
方に選挙権を与えている国が、世界の 9
割を超えていることも分かりました。世界
ではもっと早くから政治・選挙に関心を持
つように始められていたことになります。

　18歳から選挙権が与えられましたが、政治そのものが分かりにくく、主権者としての教育も十分にできて
いないことが、投票率の低下に拍車をかけているのではと考えています。
　次号ではどのようにすれば選挙に行くようになるのかを考えていきます。

第2回目

選挙年度の年代別投票率 (%)
年齢

20 〜 24 30 〜 34 40 〜 44 50 〜 54 60 〜 64

1995 年 34.36 51.97 63.3   71.42 79.15

2003 年 27.32 38.85 56.95 61.81 71.65

2015 年 22.09 29.11 37.9 50.27 56.15

（データ　滋賀自治体問題研究所より）

①選挙投票率は低下の一途をたどる　滋賀県議会議員選挙・年代別投票率の推移

②公職選挙法改正（2016 年 6月19日施行）により18 歳から選挙権が与えられた

③選挙に行かない理由

④まとめ

100

50

0

翌年の2017年衆議院議員総選挙における年代別投票状況
年代別の投票率（％）　（抽出調査：総務省）

40.49
33.85

44.75 53.52

72.04
63.32 60.94

10代　      20代　      30代　     40代　     50代　      60代　     70代　

特集

18～20歳代 30～40歳代 50～60歳代 70歳以上
仕事があったから 33.3 33.7 19.1 1.4
選挙に関心がなかったから 32.0 33.7 23.5 8.7
政党の政策や候補者の人物像など違いが分からなかったから 20.0 17.6 20.9 5.8
自分のように政治のことが分からない者は投票しない方がよいと思ったから 20.0 8.3 5.2 5.8
適当な候補者も政党もなかったから 18.7 33.2 29.6 13.0
選挙によって政治はよくならないと思ったから 17.3 19.7 14.8 8.7
私一人が投票してもしなくても同じだから 10.7 15.0 10.4 5.8

2017 年衆議院議員総選挙における年代別棄権理由（％）
� （抽出調査；総務省）複数回答あり

棄権理由の大きな数字

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

3 議会だより
日野町議会



令和元年9月
町議会定例会における
一般質問内容および質問順序

本会議の模様をインターネットで配信しています。
（ライブ中継・録画中継）
右のQRコードを読み取ると一般質問の録画が視聴できます。

日野町議会インターネット中継 検索

発言順序・氏名 質　　問　　内　　容

1 山田　人志 1. 町財政を分析する
2. 次の地方創生戦略 P.5

2 髙橋　源三郎 1. 工場誘致のための「山林情報登録制度」を
2. 独身男女の出会いの場の創出に専門職の配置を P.6

3 奥平　英雄 1. 日野小学校ミーティングルームを
2. 日野小学校の樹木園は P.7

4 後藤　勇樹 1. ふるさと納税など今後の財源確保策は？
2. 渋滞緩和に向けた道路整備や企業誘致は？ P.8

5 西澤　正治 1. 移住者の住み続けられるまちをつくる P.9

6 1. 台風 ･ 水害を中心とした地域防災
2. 町内企業の通勤状況と道路整備 P.10

7 山本　秀喜
1. 交付税減少に伴う予算執行上の影響は
2. 日野町の空き家対策、移住推進は
3. 大谷公園施設の長寿命化計画と管理運営は
4. 有害鳥獣駆除事業について

P.11

8 谷　　成隆 1. 必佐小学校周辺整備について
2. 日野駅再生プロジェクトについて P.12

9 中西　佳子 1. 高齢者の移動手段の確保を
2. 体育館の整備状況は P.13

10 齋藤　光弘 1. 消費税増税対策の対応は
2. 高齢者移動支援活動への支援を P.14

11 池元　法子 1. 集落ぐるみの獣害対策を
2. 何としても、近江鉄道の存続を P.15

12 堀江　和博 1. 厳しい財政状況について P.16

13 野矢　貴之 1. 暮らしやすい集落のあり方 , つくり方について
　（情報共有・公開、子どもと公共交通） P.17

加藤　和幸

4議会だより
日野町議会



一 質般 問

山田 人志 議員

次の地方創生戦略
町財政を分析する

問　
整
理
す
る
と
、
ま
ち
の
体
力

以
上
の
イ
ン
フ
ラ
資
産
を
抱
え
て

い
て
、
さ
ら
に
、
そ
の
老
朽
化
が

進
ん
で
い
る
の
で
、
将
来
世
代
の

負
担
は
大
き
く
な
る
と
い
う
評
価

で
間
違
い
な
い
か
。

答　
そ
の
よ
う
な
評
価
に
な
る
と
思
う
。

問　
単
年
度
で
見
て
も
、
投
資
の

２
倍
以
上
の
減
価
償
却
費
が
計
上

さ
れ
、
老
朽
化
の
ス
ピ
ー
ド
が
わ

か
る
。
こ
う
し
た
状
況
で
の
財
政

の
運
営
方
針
に
つ
い
て
、
町
長
の

考
え
を
お
聞
き
し
た
い
。

答　
国
の
政
策
動
向
を
注
意
深
く
見

な
が
ら
、
一
方
で
コ
ス
ト
削
減
に
努

め
て
い
く
。

次
の
地
方
創
生
戦
略

　
日
野
町
版
の
地
方
創
生
総
合
戦

略
は
、
今
年
が
最
終
５
年
目
で
、

次
の
総
合
戦
略
を
考
え
る
時
期
に

き
て
い
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
国
の
地
方
創
生
基
本

方
針
に
沿
っ
て
日
野
町
の
地
方

創
生
の
方
針
を
整
理
す
る
た
め
に
、

一
問
一
答
で
質
問
し
ま
し
た
。

問　
今
の
総
合
戦
略
は
、
上
位
計

画
の
総
合
計
画
（
10
ヵ
年
計
画
）

よ
り
１
年
早
く
終
了
す
る
が
、
タ

イ
ム
ラ
グ
を
ど
う
す
る
の
か
。

答　
今
の
総
合
戦
略
を
１
年
延
長

し
、
次
の
総
合
計
画
と
総
合
戦
略
が

同
時
に
始
ま
る
よ
う
に
す
る
。

問　
日
野
町
を
「
日
本
一
立
地

企
業
が
操
業
し
や
す
い
ま
ち
」
に

す
る
発
想
を
ど
う
思
う
か
。
ま
た
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
ビ
ジ
ネ
ス

化
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

答　
企
業
ほ
か
関
係
機
関
と
ど
の
よ

う
な
取
り
組
み
が
で
き
る
か
を
議
論

し
て
い
き
た
い
。

問　
「
し
ご
と
を
つ
く
る
」
た
め

の
人
材
育
成
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
ひ
と
づ
く
り
は
重
要
な
課
題
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問　
子
育
て
世
代
の
働
き
方
に
関

す
る
施
策
は
考
え
て
い
る
か
。

答　
新
設
し
た
「
ぽ
け
っ
と
」
で
女

性
の
就
業
支
援
に
取
り
組
む
。

問　
多
世
代
交
流
に
つ
い
て
ど
の

よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答　
お
年
寄
り
の
居
場
所
と
役
割
の

あ
る
コ
ミ
ュ
テ
ィ
づ
く
り
を
通
じ
て

進
め
て
い
き
た
い
。

問　
国
の
基
本
方
針
に
対
す
る
町

長
の
捉
え
方
を
聞
き
た
い
。

答　
東
京
一
極
集
中
の
解
消
が
地
方

創
生
の
始
ま
り
で
、
地
方
で
そ
れ
ぞ

れ
考
え
る
の
は
良
い
こ
と
で
は
あ
る

が
一
定
の
節
度
は
あ
る
。

　

過
度
な
事
業
は
負
担
に
な
る
。

問　
国
は
「
地
域
経
営
」
の
視
点

を
掲
げ
て
い
る
が
、
地
域
経
営
に

関
す
る
町
長
の
考
え
は
ど
う
か
。

答　
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
考
え

て
い
き
た
い
。

　
今
、
地
方
自
治
体
に
は
「
経
営

感
覚
」
が
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
回
の
２
問
は
、
現
在
の
町
政

の
経
営
感
覚
を
確
か
め
る
内
容
で

質
問
し
ま
し
た
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

町
財
政
を
分
析
す
る

　
人
口
減
少
と
公
共
イ
ン
フ
ラ
老

朽
化
の
同
時
進
行
で
、
町
財
政
に

は
懸
念
材
料
が
増
え
る
一
方
で
す
。

国
は
こ
れ
ま
で
の
自
治
体
の
会
計

方
式
で
は
問
題
が
見
え
な
い
と
い

う
理
由
で
新
た
な
統
一
基
準
を
示

し
、
日
野
町
で
も
新
基
準
に
よ
る

決
算
書
類
が
作
成
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ま
で
議
会
に

提
出
さ
れ
た
こ
と
は
な
い
の
で
、

町
財
政
の
経
営
分
析
と
い
う
観
点

か
ら
一
問
一
答
で
聞
き
ま
し
た
。

問　
貸
借
対
照
表
の
純
資
産
比
率

が
低
く
、
将
来
負
担
が
大
き
い
よ

う
に
見
え
る
が
ど
う
か
。

答　
将
来
世
代
の
負
担
は
大
き
い
と

い
う
見
方
で
正
し
い
と
思
う
。

問　
固
定
資
産
の
割
合
が
大
き
く

て
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
い
る
う
え

に
、
そ
の
う
ち
の
イ
ン
フ
ラ
資
産

は
、
７
割
近
く
償
却
し
た
残
高
で

あ
る
が
、
ど
う
見
て
い
る
か
。

答　
建
物
や
道
路
な
ど
工
作
物
の
老

朽
化
が
進
ん
で
い
る
。
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一 質般 問

工場誘致のための「山林情報登録制度」を
独身男女の出会いの場の創出に専門職の配置を

髙橋 源三郎 議員

工
場
誘
致
の
た
め
の

「
山
林
情
報
登
録
制
度
」
を

問　
日
野
町
に
は
広
大
な
面
積
の

山
林
が
あ
り
、
そ
う
し
た
山
林
に

工
場
と
し
て
進
出
し
て
い
る
企
業

が
町
内
に
は
沢
山
あ
り
ま
す
。
大

き
な
企
業
と
し
て
は
中
在
寺
・
蓮

花
寺
・
野
出
地
先
に
㈱
ダ
イ
フ
ク

が
あ
り
、
安
部
居
地
先
に
は
滋
賀

東
リ
㈱
等
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

北
脇
・
奥
之
池
地
先
に
は
日
野
第

二
工
業
団
地
が
あ
り
、
大
谷
に
も

日
野
第
一
工
業
団
地
が
あ
り
ま
す
。

更
に
寺
尻
に
も
工
業
団
地
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
も
日
野

町
内
に
は
ま
だ
ま
だ
沢
山
の
山
林

が
あ
り
、
そ
う
し
た
山
林
所
有
者

の
中
に
は
、
工
場
誘
致
の
た
め
な

ら
自
分
の
土
地
を
提
供
し
て
も
よ

い
と
い
う
人
が
、
私
自
身
も
含
め

潜
在
的
に
沢
山
お
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
推
測
し
ま
す
。

　
そ
こ
で
提
案
な
の
で
す
が
、
現

在
、
町
が
「
空
き
家
・
空
き
地
情

報
登
録
制
度
」
を
制
定
し
推
進
し

て
お
ら
れ
る
よ
う
に
、
山
林
に
お

い
て
も
、
工
場
誘
致
の
た
め
な
ら

所
有
す
る
山
林
を
提
供
し
て
も
よ

い
と
い
う
「
山
林
情
報
登
録
制
度
」

な
る
も
の
を
制
定
さ
れ
て
は
ど
う

か
と
考
え
ま
す
。

　
企
業
誘
致
の
活
性
化
と
、
町
内

で
の
多
様
な
就
職
先
確
保
推
進
の

た
め
に
も
、
行
政
と
し
て
こ
う
し

た
取
り
組
み
を
推
進
し
て
い
た
だ

け
る
か
ど
う
か
伺
い
ま
す
。

答　

 

こ
の
よ

う
な
登
録
制
度

を
採
用
し
て
い

る
自
治
体
は
、

都
市
計
画
区
域

外
や
非
線
引
き

区
域
と
い
う
状

況
の
中
で
、
企

業
誘
致
を
推
進
す
る
た
め
の
手
法
と

し
て
取
り
組
ま
れ
て
い
る
が
、
日
野

町
は
市
街
化
区
域
、
市
街
化
調
整
区

域
の
区
分
を
定
め
た
企
業
誘
致
を
鋭

意
進
め
て
い
る
。

　

現
在
、
工
業
地
域
に
お
い
て
は
民

間
に
よ
る
工
場
用
地
開
発
の
取
り
組

み
が
進
ん
で
お
り
、
こ
の
状
況
を
見

な
が
ら
こ
の
制
度
に
つ
い
て
も
勉
強

し
て
い
き
た
い
。

独
身
男
女
の
出
会
い
の

場
の
創
出
に
専
門
職
の

配
置
を

問　
町
は
少
子
化
対
策
の
一
環
と

し
て
「
独
身
男
女
の
出
会
い
の
場

の
創
出
」
の
取
り
組
み
に
対
し
補

助
金
を
出
し
て
お
ら
れ
る
と
聞
き

ま
す
が
、
現
在
、
年
間
ど
れ
く
ら

い
の
回
数
の
出
会
い
の
場
の
創
出

が
開
催
さ
れ
、
ま
た
、
そ
れ
に
対

し
て
ど
れ
く
ら
い
の
補
助
金
を
出

し
て
お
ら
れ
る
の
か
。

　
ま
た
、
こ
う
し
た
「
婚
活
推
進

事
業
」
は
町
に
と
っ
て
非
常
に
重

要
な
課
題
で
あ
る
と
思
い
ま
す
の

で
、
行
政
と
し
て
も
直
接
に
取
り

組
む
必
要
が
あ
る
の
で
は
と
私
は

考
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
企
画
振
興

課
ま
た
は
住
民
課
に
「
少
子
化
対

策
係
」
と
か
、
あ
る
い
は
「
少
子

化
対
策
専
門
員
」
を
配
置
し
て
は

ど
う
か
と
考
え
ま
す
が
、
行
政
と

し
て
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

答　
日
野
町
で
は
平
成
23
年
度
か
ら

男
女
の
出
会
い
の
場
を
創
出
す
る
た

め
、日
野
町
婚
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ク

ラ
ブ
キ
ュ
ピ
ド
ン
」
を
立
ち
上
げ
、

平
成
25
年
度
に
は
年
間
８
回
程
度
の

婚
活
イ
ベ
ン
ト
に
取
り
組
み
、
平
成

29
年
度
か
ら
は
東
近
江
圏
域
２
市
２

町
に
広
げ
、
講
座
や
出
会
い
の
場
を

開
催
し
て
い
る
。
町
内
で
は
町
主
催

や
地
区
（
公
民
館
）
主
催
で
婚
活
イ

ベ
ン
ト
を
開
催
し
、
１
地
区
あ
た
り

上
限
10
万
円
の

補
助
金
を
交
付

し
た
。
今
後
も

現
状
の
業
務
体

制
で
婚
活
事

業
を
進
め
て
い

く
。

　
「
山
林
情
報
登
録
制
度
」に
よ
り
、

町
が
そ
う
し
た
情
報
を
町
外
や
県

外
に
発
信
す
る
こ
と
で
、
企
業
か

ら
の
工
場
用
地
の
問
い
合
わ
せ
が

各
段
に
増
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

婚
活
事
業
は
「
少
子
化
対
策
」

の
出
発
点
で
す
。
家
族
や
親
せ
き

の
「
世
話
焼
き
」
を
嫌
う
人
で
あ
っ

て
も
、
こ
う
し
た
形
の
取
り
組
み

な
ら
積
極
的
に
参
加
し
て
道
が
開

け
る
人
も
た
く
さ
ん
出
る
と
思
い

ま
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

鳥居平地先に造成された工場用地

婚活イベントの様子「近江愛
( おみあい ) パーティ2018」
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一 質般 問

日野小学校体育館のミーティングルーム入口

日野小学校南側の樹木園

　
年
々
暑
さ
が
厳
し
く
な
る
こ
と

か
ら
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
の

整
備
と
ク
ー
ラ
ー
の
設
置
、
昨
年

に
続
き
体
育
館
の
ク
ー
ラ
ー
の
設

置
を
強
く
要
望
し
ま
し
た
。

　
一
日
も
早
い
グ
レ
ー
チ
ン
グ
の

設
置
、
ブ
ロ
ッ
ク
基
礎
の
撤
去
、

子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
安
心
し
て

遊
べ
る
樹
木
園
に
し
て
い
た
だ
く

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

奥平 英雄 議員

日野小学校ミーティングルームを
日野小学校の樹木園は

え
ま
す
。

　

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
の
ク
ー

ラ
ー
設
置
に
つ
い
て
、
学
校
施
設
の

整
備
に
各
学
校
と
調
整
・
連
携
し
緊

急
性
や
優
先
度
を
考
慮
し
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
直
ち
に
日

野
小
学
校
体
育
館
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
は
難
し
い

と
考
え
て
い
る
。

安
心
し
て
遊
べ
る

�

樹
木
園
に
!!

問
　
日
野
小
学
校
南
側
に
あ
る

樹
木
園
は
、
自
然
が
多
く
遊
具

が
あ
り
子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
に
は
、

と
て
も
良
い
公
園
だ
と
思
い
ま
す
。

　
樹
木
園
を
見
る
と
危
険
箇
所
や

排
水
溝
マ
ン
ホ
ー
ル
の
土
詰
ま
り
、

ブ
ロ
ッ
ク
の
基
礎
等
、
あ
ま
り
に

も
危
険
で
排
水
溝
の
詰
ま
り
が
酷

い
こ
と
か
ら
町
に
聞
き
ま
し
た
。

①�

排
水
溝
の
清
掃
は
さ
れ
て
い
る

の
か
。

②�

ブ
ロ
ッ
ク
基
礎
は
何
を
さ
れ
る

の
か
。

③�

グ
レ
ー
チ
ン
グ
が
有
る
所
無
い
所

が
あ
る
が
設
置
は
で
き
な
い
か
。

④�

自
転
車
置
き
場
の
段
差
は
な
く

せ
な
い
か
。

⑤
排
水
溝
は
直
せ
な
い
か
。

答　
①
排
水
溝
の
清
掃
は
、
過
去

に
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
環
境
整
備
作
業
時
に

泥
揚
げ
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
再

び
泥
が
堆
積
し
て
い
る
箇
所
が
あ

り
ま
す
。

②
ブ
ロ
ッ
ク
基
礎
と
屋
根
部
分
に

つ
い
て
は
、
過
去
に
あ
っ
た
鳥
の
飼

育
小
屋
を
解
体
し
た
と
き
の
残
り

で
す
。

③
グ
レ
ー
チ
ン
グ
は
、
溝
幅
も
小
さ

い
こ
と
か
ら
全
て
に
グ
レ
ー
チ
ン
グ

が
必
要
か
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

④
自
転
車
置
き
場
と
し
て
使
用
し
て

い
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑤
樹
木
園
の
管
理
に
つ
い
て
は
、
日

野
小
学
校
と
相
談
す
る
中
で
環
境
整

備
や
安
全
対
策
等
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

�

の
整
備
が
で
き
な
い
か

問
　
日
野
小
学
校
体
育
館
の
、

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
が
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
で
き
る
よ
う
な
状
態
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
年
々
暑
さ
が
厳

し
く
体
育
館
で
練
習
中
の
子
ど
も

が
足
の
痙
攣
を
起
こ
し
倒
れ
る
こ

と
が
あ
る
と
聞
き
ま
す
。
有
事
の

と
き
に
も
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

で
介
抱
で
き
る
よ
う
ク
ー
ラ
ー
の

設
置
、
ま
た
椅
子
や
机
の
設
置
が

で
き
な
い
か
町
の
考
え
を
聞
き
ま

し
た
。

答　
日
野
小
学
校
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

ル
ー
ム
は
、
日
野
小
学
校
の
ト
イ
レ

改
修
工
事
の
関
係
で
一
部
の
備
品
等

を
一
時
保
管
す
る
場
所
と
し
て
い
ま

し
た
。
現
在
は
、ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
内
に
ボ
ー
ル
や
扇
風
機
等
を
お
い

て
い
ま
す
が
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
き

る
ス
ペ
ー
ス
は
確
保
し
て
い
ま
す
。

机
に
つ
い
て
も
体
育
館
内
の
別
室
に

保
管
し
て
お
り
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
に
設
置
す
る
な
ど
し
て
、
部
屋
と

し
て
使
い
易
く
し
て
い
き
た
い
と
考

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

議会だより
日野町議会

7



一 質般 問

人
口
減
少
な
ど
に
よ
り

今
後
の
税
収
減
が
予
想

さ
れ
る
日
野
町
。
財
源
確

保
へ
の
手
立
て
は
？

問
　
税
収
は
人
口
の
増
減
だ
け

で
な
く
、
法
人
税
な
ど
景
気
に
も

左
右
さ
れ
る
の
で
予
想
を
立
て
に

く
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
今
後
10

年
間
の
歳
入
予
想
を
し
て
い
る
な

ら
教
え
て
ほ
し
い
。
ま
た
保
育
園

の
運
営
、
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ

ス
、
介
護
保
険
な
ど
に
か
か
る
町

負
担
金
な
ど
の
義
務
的
扶
助
費
は

今
後
増
加
が
予
想
さ
れ
る
が
、
公

共
施
設
の
建
て
替
え
や
道
路
・
水

道
設
備
の
整
備
な
ど
の
投
資
的
経

費
は
ど
れ
く
ら
い
必
要
に
な
る
の

か
。
周
辺
に
は
ふ
る
さ
と
納
税
制

度
を
積
極
的
に
活
用
し
て
税
収
確

保
に
努
め
て
い
る
自
治
体
も
多
い

が
、
日
野
町
で
は
こ
れ
ま
で
何
度

要
望
し
て
も
前
向
き
に
取
り
組
ん

で
も
ら
え
て
い
な
い
。
住
民
か
ら

の
要
望
も
多
い
こ
と
か
ら
、
何
と

か
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
も
ら
え

な
い
も
の
か
。

答　
（
総
務
課
長
）
今
後
の
税
収
の

推
移
に
つ
い
て
具
体
的
な
数
値
の
試

算
な
ど
は
し
て
い
な
い
が
、
減
少
し

て
い
く
だ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。
公
共

施
設
の
老
朽
化
に
つ
い
て
は
長
寿
命

化
工
事
な
ど
で
対
応
し
て
い
き
た
い
。

（
企
画
振
興
課
長
）
ふ
る
さ
と
納
税

へ
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
求
め
る

意
見
は
届
い
て
い
る
が
、
住
民
税
は

自
ら
が
居
住
す
る
自
治
体
に
収
め
る

の
が
基
本
。
ま
た
返
礼
品
提
供
者
へ

の
利
益
貢
献
と
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

や
食
品
等
の
扱
い
へ
の
検
討
も
で
き

て
い
な
い
の
で
、
町
と
し
て
は
こ
れ

ま
で
通
り
の
姿
勢
で
の
ぞ
む
。

工
業
団
地
周
辺
の
大
渋
滞

は
通
勤
者
も
住
民
も
悩
み

の
種
。
町
内
へ
の
企
業
進

出
誘
致
の
進
捗
は
？

問
　
８
月
23
日
の
日
野
町
内
立

地
主
要
企
業
・
事
業
所
代
表
者
と

日
野
町
長
と
の
懇
談
会
で
は
、
企

業
や
事
業
者
か
ら
ど
の
よ
う
な
要

望
が
あ
っ
た
の
か
。
通
勤
時
間
帯

に
は
安
部
居
や
野
出
な
ど
で
毎
日

大
渋
滞
が
発
生
し
て
い
る
。
周
辺

住
民
や
企
業
か
ら
迂
回
路
設
置
や

道
路
幅
員
拡
張
な
ど
の
要
望
が
何

年
も
続
い
て
い
る
が
、
町
の
対
応

予
定
は
。
ま
た
新
た
に
造
成
さ
れ

た
鳥
居
平
工
業
団
地
の
企
業
誘
致

進
捗
状
況
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の

か
。

答　
（
商
工
観
光
課
長
・
建
設
計
画

課
長
）
企
業
側
か
ら
は
主
に
道
路
整

備
に
つ
い
て
の
要
望
が
多
か
っ
た
。

現
在
の
予
算
で
は
、
今
回
の
要
望
の

う
ち
実
現
で
き
そ
う
な
も
の
は
約

30
％
程
度
。
引
き
続
き
検
討
し
て
い

き
た
い
。
安
部
居
、
野
出
の
渋
滞
に

つ
い
て
は
、
実
際
に
自
動
車
で
通
勤

時
間
帯
に
走
行
す
る
な
ど
し
て
確
認

し
た
が
、
一
日
中
渋
滞
し
て
い
る
わ

け
で
は
な
い
の
で
対
応
が
難
し
い
。

鳥
居
平
工
業
団
地
は
現
在
１
社
が
進

出
さ
れ
て
お
り
、
５
社
が
商
談
中
で

あ
る
。
今
後
も
引
き
続
き
努
力
し
て

い
き
た
い
。

ふるさと納税など今後の財源確保策は？
渋滞緩和に向けた道路整備や企業誘致は？

　
高
齢
者
人
口
が
増
え
、
生
産
年

齢
人
口
の
減
少
が
進
む
中
、
行
き

届
い
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
に

は
確
か
な
財
源
確
保
策
が
必
要
。

ふ
る
さ
と
納
税
を
始
め
、
あ
ら
ゆ

る
手
立
て
を
考
え
て
い
く
べ
き
で

あ
る
。
ま
た
渋
滞
時
の
事
故
も
年

３
～
４
件
起
き
て
い
る
。
町
も
県

や
国
と
連
携
し
て
積
極
的
な
道
路

整
備
に
乗
り
出
し
て
ほ
し
い
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

後藤 勇樹 議員

上のQRコードを読み取
ると一般質問の録画が
視聴できます。

近江牛や地場産業のオーダー靴などが人気の近江八幡
市と日野町では、ふるさと納税額に約47倍の差が。

滋賀県全１９市町のふるさと納税ランキング（2017 年度）
順位 市町名 納税額 納税件数
１位 近江八幡市 17億 6543万 7939円 2 万 9476 件
２位 高島市 4億 5349万 5000円 1 万　660 件
３位 東近江市 3億 4603万 5008円 7094 件
４位 草津市 1億 2636万 5338円 3616 件
５位 豊郷町 1億　368万 3501円 5731 件
１５位 日野町 3745万 6330円 399件

8議会だより
日野町議会



一 質般 問

西澤 正治 議員

移
住
者
の
住
み
続
け
ら

れ
る
ま
ち
を
つ
く
る

問　
各
地
区
行
政
懇
談
会
に
お
い

て
、
企
画
振
興
課
よ
り
「
日
野
町

く
ら
し
安
心
ひ
と
づ
く
り
総
合
戦

略
」
か
ら
少
子
高
齢
化
時
代
の
地

域
づ
く
り
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。
同
総
合
戦
略
に
は
「
空

き
家
を
活
用
し
た
移
住
定
住
の
支

援
」
な
ど
の
施
策
が
掲
げ
て
あ
り

ま
す
。
そ
の
件
に
つ
い
て
問
い
ま

す
。

　
数
年
前
よ
り
解
体
も
計
画
さ
れ

て
い
た
大
き
な
空
き
家
が
あ
り
、

こ
の
物
件
に
対
し
て
は
町
で
も
古

民
家
利
用
や
移
住
者
の
募
集
に
努

力
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
大
き
な
民
家
で
傷
み
も
ひ
ど
く
、

下
見
客
は
多
数
あ
っ
た
も
の
の
入

居
す
る
に
は
多
額
の
費
用
が
か
か

り
、
断
念
さ
れ
る
方
ば
か
り
で
し

た
が
、
本
年
４
月
に
移
住
さ
れ
る

方
が
決
ま
り
、
土
地
、
建
物
を
購

入
さ
れ
、
定
住
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
住
む
と
な
れ
ば
雨
漏

り
の
補
修
や
、
台
所
、
風
呂
、
ト

イ
レ
の
改
修
な
ど
多
額
の
費
用
が

か
か
る
た
め
、
限
度
額
10
万
円
の

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
補
助
金
で

は
、
と
て
も
足
り
ま
せ
ん
。

　
移
住
者
が
安
心
し
て
定
住
で
き

る
よ
う
、
町
の
施
策
と
し
て
、
補

助
額
の
増
額
が
出
来
な
い
も
の
か

伺
い
ま
す
。

答　
こ
れ
ま
で
に
、
空
き
家
、
空
き

地
情
報
登
録
制
度
を
利
用
し
、
57
組

の
方
が
日
野
町
に
移
住
さ
れ
て
い
ま

す
。
移
住
さ
れ
た
方
か
ら
は
、
町
並

み
や
ひ
な
ま
つ
り
紀
行
な
ど
の
取
り

組
み
を
見
て
決
め
た
と
か
、
近
所
の

人
や
集
落
内
の
み
な
さ
ん
と
の
温
か

な
つ
な
が
り
が
あ
っ
た
か
ら
決
め
た

な
ど
と
い
う
ご
意
見
を
伺
っ
て
い
ま

す
。

　

町
で
は
移
住
を
希
望
さ
れ
る
方
が

日
野
町
で
ど
の
よ
う
な
生
活
を
さ
れ

た
い
か
な
ど
、
移
住
さ
れ
る
方
の
思

い
を
受
け
止
め
る
対
応
や
、
地
域
に

出
向
く
機
会
を
と
ら
え
、
空
き
家
バ

ン
ク
へ
の
登
録
の
呼
び
か
け
を
行
う

な
ど
、
移
住
の
促
進
を
総
合
的
に
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
よ
う
、
多
方
面
か
ら

研
究
を
し
て
い
き
ま
す
。

移住者の住み続けられるまちをつくる

　
今
議
会
の
一
般
質
問
は
、
個
人

的
な
質
問
に
な
り
ま
し
た
が
、
私

自
身
の
事
と
思
い
、
町
の
施
策
を

問
う
て
み
ま
し
た
。

　
行
政
の
総
合
戦
略
で
は
、
美
辞

麗
句
が
な
ら
べ
て
あ
る
よ
う
で
定

住
さ
れ
る
方
に
は
、
心
寒
い
町
政

を
思
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
、
他

市
町
で
は
高
度
な
迎
え
入
れ
る
戦

略
が
あ
る
と
伺
っ
て
い
ま
す
。

　
移
住
者
が
安
心
し
て
住
み
続
け

ら
れ
る
町
づ
く
り
に
今
後
も
努
力

し
て
い
き
ま
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

～移住者の身になって考えてみる～
次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

議会だより
日野町議会
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一 質般 問 一 質般 問

「
日
野
町
は
自
然
災
害
が
少

な
い
」、
で
い
い
の
か
？

問
　
住
民
意
識
調
査
で
、
日
野
町

の
良
い
と
こ
ろ
の
項
目
で
は
、「
自

然
災
害
が
少
な
い
」
が
89
％
。

①
各
地
で
台
風
被
害
な
ど
が
報
じ

ら
れ
て
い
る
。町
当
局
の
考
え
は
？

②
平
成
25
年
の
災
害
対
策
基
本
法
改

正
以
来
、
今
日
ま
で
、
当
町
で
発
令

さ
れ
た
避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
、

避
難
指
示
の
件
数
お
よ
び
実
際
に
避

難
さ
れ
た
方
の
人
数
を
伺
う
。

③
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
警

交
付
税
減
少
に
伴
う
予

算
執
行
上
の
影
響
は

問
　国
か
ら
配
分
さ
れ
る
交
付

税
は
、
自
治
体
が
ま
か
な
え
な
い

財
源
を
補
う
も
の
で
、
地
方
税

収
が
増
え
る
と
翌
年
度
の
交
付
税

が
減
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
野
町
で
は
、
前
年
度
製
造
業
の

好
調
に
よ
り
税
収
が
増
加
し
た
こ

と
に
よ
り
、
今
年
度
は
昨
年
度
比

24
・
１
％
減
、
11
億
8
0
0
万

円
の
税
収
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
き
な
減
少
率
で
あ
り
、
予
算

執
行
上
の
影
響
と
経
済
状
況
の
不

透
明
さ
が
増
す
中
で
の
次
年
度
の

見
込
み
を
問
い
ま
し
た
。

答

　本
年
度
予
算
の
編
成
段
階
に
お

い
て
、
普
通
交
付
税
総
額
が
減
額
と

な
る
と
見
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
町

税
の
伸
び
を
見
込
み
つ
つ
、
歳
出
に

係
る
経
費
縮
減
を
図
り
な
が
ら
進
め

ま
し
た
。
不
足
す
る
財
源
に
つ
い
て

は
、
財
政
調
整
基
金
で
補
い
、
一
般

財
源
総
額
を
維
持
す
る
予
算
編
成
を

し
て
お
り
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
次
年
度
の
予
算
編
成
は
、
地
方
財
政

戒
レ
ベ
ル
と
、
当
町
の
地
域
防
災

計
画
に
い
う
土
砂
災
害
降
雨
危
険

レ
ベ
ル
と
の
整
合
性
は
。

④
地
域
防
災
計
画
で
は
、
必
ず
指

定
の
避
難
所
へ
行
く
こ
と
を
前
提

に
し
て
い
る
の
か
。

⑤
「
日
野
町
水
防
計
画
」
が
各
字

の
区
長
な
ど
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。

資
料
に
危
険
箇
所
の
一
覧
が
あ
る

が
、
具
体
的
に
ど
う
危
険
な
の
か
、

緊
急
度
は
、
ど
う
注
意
す
べ
き
か

な
ど
の
説
明
が
な
い
。
資
料
の
活

用
方
法
を
伺
う
。

答
　
①
近
年

は
台
風
の
ほ

か
に
線
状
降

水
帯
に
よ
る

記
録
的
短
時

間
大
雨
情
報

な
ど
も
あ
り
、

災
害
は
い
つ
、

ど
こ
で
発
生

し
て
も
お
か

し
く
な
い
、

と
認
識
し
て

い
る
。

計
画
の
仮
試
算
で
あ
る
総
務
省
が
示
す

地
方
財
政
の
伸
び
は
２
・
２
％
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
国
の
情
勢
や
町
税
収

入
に
注
視
し
つ
つ
、
予
算
編
成
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
野
町
の
空
き
家
対
策
、

移
住
推
進
は

問
　空
き
家
・
空
き
地
が
増
え
て

き
て
お
り
、
積
極
的
に
移
住
者
を
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
市
町
を
例
に
上

げ
、
空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
推
進

す
る
事
業
（
引
き
渡
せ
る
家
屋
に
す

る
ま
で
に
か
か
る
物
件
の
改
修
や
不

要
物
の
撤
去
、
仏
壇
の
処
分
な
ど
に

要
す
る
費
用
補

助
）
を
立
ち
上

げ
、
い
ち
早
く

推
し
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

と
町
の
見
解
を

問
い
ま
し
た
。

答

　右
表
の
通
り
、
希
望
者
数
よ
り

物
件
の
少
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
今
ま
で
日
野
町
の
風
土
や
購
入

価
格
の
手
ご
ろ
感
が
決
め
手
に
な
っ

た
経
緯
か
ら
、
移
住
さ
れ
る
方
の
思

②
平
成
25
年
以
降
で
、
避
難
準
備
･

高
齢
者
等
避
難
開
始
を
13
回
、
避
難

勧
告
を
５
回
発
令
、
避
難
者
数
は
延

べ
81
人
。
避
難
指
示
（
緊
急
）
の
発

令
は
な
い
。

③
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
情
報
の
意
味
を

直
感
的
に
理
解
し
、
住
民
が
取
る
べ

き
行
動
を
定
め
た
も
の
で
、
土
砂
災

害
発
生
の
危
険
度
と
は
必
ず
し
も
一

致
し
な
い
。

④
２
階
な
ど
家
の
中
に
と
ど
ま
っ
た

方
が
良
い
場
合
も
あ
る
。
適
切
に
対

応
し
た
い
。

⑤
「
水
防
計
画
」
は
、
地
域
に
お
け

る
情
報
を
事
前
に
知
っ
て
お
く
こ
と

で
迅
速
な
対
処
や
被
害
の
軽
減
を
目

的
と
し
て
い
る
。
有
効
に
活
用
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
た
い
。

通
勤
渋
滞
の
解
消
と
、
外
国

人
労
働
者
の
自
転
車
通
勤

問
　
高
度
成
長
期
に
「
通
勤
」
と

言
え
ば
、「
町
外
へ
」
が
定
番
で

あ
っ
た
が
、
今
は
「
町
外
か
ら
日

野
へ
」
と
い
う
通
勤
車
が
多
い
。

①
（
株
）
ダ
イ
フ
ク
通
勤
車
両
な

ど
に
よ
る
主
要
地
方
道
45
号
（
石

い
を
受
け
止
め
る
よ
う
な
対
応
や
地

域
に
出
向
く
機
会
を
と
ら
え
、
総
合

的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
考
え
で
す
。

大
谷
公
園
施
設
の
長
寿
命

化
計
画
と
管
理
運
営
は

問
　令
和
６
年
度
に
開
催
さ
れ

る
第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、

日
野
町
は
軟
式
野
球
の
会
場
に
な

る
こ
と
に
よ
る
改
良
工
事
や
、
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
プ
ー
ル
事

業
休
止
に
伴
う
施
設
の
あ
り
方
と

公
園
管
理

運
営
事
業

の
見
直
し

に
つ
い
て
、

町
の
考
え

を
伺
い
ま

し
た
。

答

　野
球
場
の
施
設
改
良
は
、
軟
式

野
球
の
基
準
を
確
保
す
る
た
め
、
球

場
周
囲
の
フ
ェ
ン
ス
を
ラ
バ
ー
フ
ェ

ン
ス
に
す
る
、
側
溝
蓋
を
ラ
バ
ー
付

に
す
る
、
両
翼
を
91
ｍ
確
保
す
る
、

本
部
席
を
拡
張
す
る
等
予
定
し
て
い

ま
す
。
プ
ー
ル
施
設
は
上
屋
の
鉄
骨

の
劣
化
や
利
用
者
の
減
少
に
よ
り
休

原
八
日
市
線
）
の
渋
滞
緩
和
策
は
。

②
第
二
工
業
団
地
の
企
業
へ
自
転

車
で
通
勤
さ
れ
る
主
と
し
て
外
国

人
労
働
者
の
方
が
お
ら
れ
る
。
歩

道
や
押
し
ボ
タ
ン
信
号
の
設
置
を
。

　
こ
の
問
題
は
、
外
国
人
労
働

者
自
身
の
交
通
安
全
の
み
な
ら
ず
、

対
向
す
る
中
学
生
や
地
域
住
民
、

走
行
す
る
車
と
の
危
険
等
、
多
く

の
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。対
策
を
。

答
　
①
行
政
懇
や
企
業
と
町
長
の
懇

談
会
で
も
要
望
が
あ
り
、（
株
）
ダ
イ

フ
ク
を
含
め
、
道
路
管
理
者
及
び
公

安
委
員
会
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

②
歩
道
整
備
に
つ
い
て
は
継
続
し
て

国
･
県
に
要
望
し
て
い
る
が
難
し
い
。

歩
行
者
や
自
転
車
の
安
全
確
保
に
向

け
て
今
後
も
要
望
し
て
い
き
た
い
。

止
し
た
も
の
で
す
。
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
を
含
め

て
検
討
を
行
い
、
長
寿
命
化
計
画
に

反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
に
つ
い
て

問
　獣
害
被
害
は
今
も
な
お
後

を
絶
た
な
い
状
況
で
、
営
農
意
欲

の
減
退
に
つ
な
が
る
深
刻
な
事
態

で
あ
る
こ
と
を
訴
え
、
現
状
の
取

り
組
み
と
新
た
な
施
策
が
な
い
も

の
か
、
町
の
考
え
を
聞
き
ま
し
た
。

答

　現
在
、
猟
友
会
に
よ
る
銃
器
捕

獲
、
集
落
ぐ
る
み
に
よ
る
箱
罠
捕
獲

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
狩
猟
免
許
取
得
の
予
備
講
習
会
費

用
の
全
額
補
助
、
箱
罠
２
基
の
無
償

貸
与
を
し
て
お
り
、
免
許
更
新
時
に

は
猟
友
会
の
委
託
を
受
け
て
申
請
代

行
を
行
う
な
ど
、
負
担
軽
減
に
な
る

よ
う
人
的
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
通
告
書
提
出
後
に
、
台
風
15
号

が
首
都
圏
に
襲
来
。
大
規
模
停
電
が

起
こ
っ
た
。
停
電
対
策
や
「
水
防
計

画
」
の
実
質
的
な
活
用
方
法
な
ど
、

引
き
続
き
質
し
て
い
き
た
い
。

通
告
書
提
出
後
に
、
台
風
15
号

が
首
都
圏
に
襲
来
。
大
規
模
停
電
が

起
こ
っ
た
。
停
電
対
策
や
「
水
防
計

画
」
の
実
質
的
な
活
用
方
法
な
ど
、

引
き
続
き
質
し
て
い
き
た
い
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

　
日
野
町
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
（
財

政
・
空
き
家
・
イ
ン
フ
ラ
・
獣
害
）
を

改
善
し
て
い
く
た
め
に
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
聞
き
、
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
日
野
町
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
（
財

政
・
空
き
家
・
イ
ン
フ
ラ
・
獣
害
）
を

改
善
し
て
い
く
た
め
に
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
聞
き
、
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

台風･水害を中心とした地域防災
町内企業の通勤状況と道路整備

加  和幸 議員

交付税減少に伴う予算執行上の影響は
日野町の空き家対策、移住推進は

大谷公園施設の長寿命化計画と管理運営は
有害鳥獣駆除事業について 山本 秀喜 議員

見直しが必要なプール施設

空き家・空き地情報登録状況
令和元年 8月末現在

利用希望者数　 67 世帯

空き家物件 14 件

空き地物件 25 件
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一 質般 問 一 質般 問

「
日
野
町
は
自
然
災
害
が
少

な
い
」、
で
い
い
の
か
？

問
　
住
民
意
識
調
査
で
、
日
野
町

の
良
い
と
こ
ろ
の
項
目
で
は
、「
自

然
災
害
が
少
な
い
」
が
89
％
。

①
各
地
で
台
風
被
害
な
ど
が
報
じ

ら
れ
て
い
る
。町
当
局
の
考
え
は
？

②
平
成
25
年
の
災
害
対
策
基
本
法
改

正
以
来
、
今
日
ま
で
、
当
町
で
発
令

さ
れ
た
避
難
準
備
情
報
、
避
難
勧
告
、

避
難
指
示
の
件
数
お
よ
び
実
際
に
避

難
さ
れ
た
方
の
人
数
を
伺
う
。

③
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
よ
る
警

交
付
税
減
少
に
伴
う
予

算
執
行
上
の
影
響
は

問
　国
か
ら
配
分
さ
れ
る
交
付

税
は
、
自
治
体
が
ま
か
な
え
な
い

財
源
を
補
う
も
の
で
、
地
方
税

収
が
増
え
る
と
翌
年
度
の
交
付
税

が
減
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

日
野
町
で
は
、
前
年
度
製
造
業
の

好
調
に
よ
り
税
収
が
増
加
し
た
こ

と
に
よ
り
、
今
年
度
は
昨
年
度
比

24
・
１
％
減
、
11
億
8
0
0
万

円
の
税
収
と
な
り
ま
し
た
。

　
大
き
な
減
少
率
で
あ
り
、
予
算

執
行
上
の
影
響
と
経
済
状
況
の
不

透
明
さ
が
増
す
中
で
の
次
年
度
の

見
込
み
を
問
い
ま
し
た
。

答

　本
年
度
予
算
の
編
成
段
階
に
お

い
て
、
普
通
交
付
税
総
額
が
減
額
と

な
る
と
見
込
ま
れ
た
こ
と
か
ら
、
町

税
の
伸
び
を
見
込
み
つ
つ
、
歳
出
に

係
る
経
費
縮
減
を
図
り
な
が
ら
進
め

ま
し
た
。
不
足
す
る
財
源
に
つ
い
て

は
、
財
政
調
整
基
金
で
補
い
、
一
般

財
源
総
額
を
維
持
す
る
予
算
編
成
を

し
て
お
り
影
響
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
次
年
度
の
予
算
編
成
は
、
地
方
財
政

戒
レ
ベ
ル
と
、
当
町
の
地
域
防
災

計
画
に
い
う
土
砂
災
害
降
雨
危
険

レ
ベ
ル
と
の
整
合
性
は
。

④
地
域
防
災
計
画
で
は
、
必
ず
指

定
の
避
難
所
へ
行
く
こ
と
を
前
提

に
し
て
い
る
の
か
。

⑤
「
日
野
町
水
防
計
画
」
が
各
字

の
区
長
な
ど
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。

資
料
に
危
険
箇
所
の
一
覧
が
あ
る

が
、
具
体
的
に
ど
う
危
険
な
の
か
、

緊
急
度
は
、
ど
う
注
意
す
べ
き
か

な
ど
の
説
明
が
な
い
。
資
料
の
活

用
方
法
を
伺
う
。

答
　
①
近
年

は
台
風
の
ほ

か
に
線
状
降

水
帯
に
よ
る

記
録
的
短
時

間
大
雨
情
報

な
ど
も
あ
り
、

災
害
は
い
つ
、

ど
こ
で
発
生

し
て
も
お
か

し
く
な
い
、

と
認
識
し
て

い
る
。

計
画
の
仮
試
算
で
あ
る
総
務
省
が
示
す

地
方
財
政
の
伸
び
は
２
・
２
％
と
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
国
の
情
勢
や
町
税
収

入
に
注
視
し
つ
つ
、
予
算
編
成
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

日
野
町
の
空
き
家
対
策
、

移
住
推
進
は

問
　空
き
家
・
空
き
地
が
増
え
て

き
て
お
り
、
積
極
的
に
移
住
者
を
受

け
入
れ
ら
れ
て
い
る
市
町
を
例
に
上

げ
、
空
き
家
の
リ
フ
ォ
ー
ム
を
推
進

す
る
事
業
（
引
き
渡
せ
る
家
屋
に
す

る
ま
で
に
か
か
る
物
件
の
改
修
や
不

要
物
の
撤
去
、
仏
壇
の
処
分
な
ど
に

要
す
る
費
用
補

助
）
を
立
ち
上

げ
、
い
ち
早
く

推
し
進
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い

と
町
の
見
解
を

問
い
ま
し
た
。

答

　右
表
の
通
り
、
希
望
者
数
よ
り

物
件
の
少
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

す
。
今
ま
で
日
野
町
の
風
土
や
購
入

価
格
の
手
ご
ろ
感
が
決
め
手
に
な
っ

た
経
緯
か
ら
、
移
住
さ
れ
る
方
の
思

②
平
成
25
年
以
降
で
、
避
難
準
備
･

高
齢
者
等
避
難
開
始
を
13
回
、
避
難

勧
告
を
５
回
発
令
、
避
難
者
数
は
延

べ
81
人
。
避
難
指
示
（
緊
急
）
の
発

令
は
な
い
。

③
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
情
報
の
意
味
を

直
感
的
に
理
解
し
、
住
民
が
取
る
べ

き
行
動
を
定
め
た
も
の
で
、
土
砂
災

害
発
生
の
危
険
度
と
は
必
ず
し
も
一

致
し
な
い
。

④
２
階
な
ど
家
の
中
に
と
ど
ま
っ
た

方
が
良
い
場
合
も
あ
る
。
適
切
に
対

応
し
た
い
。

⑤
「
水
防
計
画
」
は
、
地
域
に
お
け

る
情
報
を
事
前
に
知
っ
て
お
く
こ
と

で
迅
速
な
対
処
や
被
害
の
軽
減
を
目

的
と
し
て
い
る
。
有
効
に
活
用
い
た

だ
け
る
よ
う
努
め
た
い
。

通
勤
渋
滞
の
解
消
と
、
外
国

人
労
働
者
の
自
転
車
通
勤

問
　
高
度
成
長
期
に
「
通
勤
」
と

言
え
ば
、「
町
外
へ
」
が
定
番
で

あ
っ
た
が
、
今
は
「
町
外
か
ら
日

野
へ
」
と
い
う
通
勤
車
が
多
い
。

①
（
株
）
ダ
イ
フ
ク
通
勤
車
両
な

ど
に
よ
る
主
要
地
方
道
45
号
（
石

い
を
受
け
止
め
る
よ
う
な
対
応
や
地

域
に
出
向
く
機
会
を
と
ら
え
、
総
合

的
に
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
く
考
え
で
す
。

大
谷
公
園
施
設
の
長
寿
命

化
計
画
と
管
理
運
営
は

問
　令
和
６
年
度
に
開
催
さ
れ

る
第
79
回
国
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
で
、

日
野
町
は
軟
式
野
球
の
会
場
に
な

る
こ
と
に
よ
る
改
良
工
事
や
、
Ｂ

＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
プ
ー
ル
事

業
休
止
に
伴
う
施
設
の
あ
り
方
と

公
園
管
理

運
営
事
業

の
見
直
し

に
つ
い
て
、

町
の
考
え

を
伺
い
ま

し
た
。

答

　野
球
場
の
施
設
改
良
は
、
軟
式

野
球
の
基
準
を
確
保
す
る
た
め
、
球

場
周
囲
の
フ
ェ
ン
ス
を
ラ
バ
ー
フ
ェ

ン
ス
に
す
る
、
側
溝
蓋
を
ラ
バ
ー
付

に
す
る
、
両
翼
を
91
ｍ
確
保
す
る
、

本
部
席
を
拡
張
す
る
等
予
定
し
て
い

ま
す
。
プ
ー
ル
施
設
は
上
屋
の
鉄
骨

の
劣
化
や
利
用
者
の
減
少
に
よ
り
休

原
八
日
市
線
）
の
渋
滞
緩
和
策
は
。

②
第
二
工
業
団
地
の
企
業
へ
自
転

車
で
通
勤
さ
れ
る
主
と
し
て
外
国

人
労
働
者
の
方
が
お
ら
れ
る
。
歩

道
や
押
し
ボ
タ
ン
信
号
の
設
置
を
。

　
こ
の
問
題
は
、
外
国
人
労
働

者
自
身
の
交
通
安
全
の
み
な
ら
ず
、

対
向
す
る
中
学
生
や
地
域
住
民
、

走
行
す
る
車
と
の
危
険
等
、
多
く

の
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。対
策
を
。

答
　
①
行
政
懇
や
企
業
と
町
長
の
懇

談
会
で
も
要
望
が
あ
り
、（
株
）
ダ
イ

フ
ク
を
含
め
、
道
路
管
理
者
及
び
公

安
委
員
会
と
協
議
し
て
い
き
た
い
。

②
歩
道
整
備
に
つ
い
て
は
継
続
し
て

国
･
県
に
要
望
し
て
い
る
が
難
し
い
。

歩
行
者
や
自
転
車
の
安
全
確
保
に
向

け
て
今
後
も
要
望
し
て
い
き
た
い
。

止
し
た
も
の
で
す
。
今
後
の
あ
り
方

に
つ
い
て
は
、
そ
の
必
要
性
を
含
め

て
検
討
を
行
い
、
長
寿
命
化
計
画
に

反
映
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

有
害
鳥
獣
駆
除
事
業
に
つ
い
て

問
　獣
害
被
害
は
今
も
な
お
後

を
絶
た
な
い
状
況
で
、
営
農
意
欲

の
減
退
に
つ
な
が
る
深
刻
な
事
態

で
あ
る
こ
と
を
訴
え
、
現
状
の
取

り
組
み
と
新
た
な
施
策
が
な
い
も

の
か
、
町
の
考
え
を
聞
き
ま
し
た
。

答

　現
在
、
猟
友
会
に
よ
る
銃
器
捕

獲
、
集
落
ぐ
る
み
に
よ
る
箱
罠
捕
獲

に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
狩
猟
免
許
取
得
の
予
備
講
習
会
費

用
の
全
額
補
助
、
箱
罠
２
基
の
無
償

貸
与
を
し
て
お
り
、
免
許
更
新
時
に

は
猟
友
会
の
委
託
を
受
け
て
申
請
代

行
を
行
う
な
ど
、
負
担
軽
減
に
な
る

よ
う
人
的
な
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

　
通
告
書
提
出
後
に
、
台
風
15
号

が
首
都
圏
に
襲
来
。
大
規
模
停
電
が

起
こ
っ
た
。
停
電
対
策
や
「
水
防
計

画
」
の
実
質
的
な
活
用
方
法
な
ど
、

引
き
続
き
質
し
て
い
き
た
い
。

通
告
書
提
出
後
に
、
台
風
15
号

が
首
都
圏
に
襲
来
。
大
規
模
停
電
が

起
こ
っ
た
。
停
電
対
策
や
「
水
防
計

画
」
の
実
質
的
な
活
用
方
法
な
ど
、

引
き
続
き
質
し
て
い
き
た
い
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

　
日
野
町
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
（
財

政
・
空
き
家
・
イ
ン
フ
ラ
・
獣
害
）
を

改
善
し
て
い
く
た
め
に
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
聞
き
、
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
日
野
町
が
抱
え
る
大
き
な
課
題
（
財

政
・
空
き
家
・
イ
ン
フ
ラ
・
獣
害
）
を

改
善
し
て
い
く
た
め
に
、
住
民
の
皆
さ

ん
の
声
を
聞
き
、
し
っ
か
り
と
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

台風･水害を中心とした地域防災
町内企業の通勤状況と道路整備

加  和幸 議員

交付税減少に伴う予算執行上の影響は
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一 質般 問 一 質般 問

必
佐
小
学
校
周
辺
整
備

に
つ
い
て

問
　平
成
29
年
９
月
定
例
会
で

こ
の
問
題
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
今

回
で
二
度
目
に
な
り
ま
す
。
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
南
側
、
内
池
西
の

照
光
寺
裏
の
農
地
に
つ
い
て
、
現

在
所
有
者
の
高
齢
化
に
伴
い
約
２

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
が
荒
廃
状
況

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
所
は
市
街

化
調
整
区
域
で
も
あ
り
、
隣
接
に

は
出
雲
の
里
団
地
、
近
隣
に
は
日

野
駅
、
郵
便
局
、
駐
在
所
、
開
業

医
も
あ
り
環
境
的
に
は
住
宅
団
地

と
し
て
の
活
用
に
は
最
適
地
と
考

え
ま
す
。
そ
こ
で
お
伺
い
し
ま
す
。

①
荒
れ
た
手
の
付
け
ら
れ
な
い
農

地
の
利
活
用
に
つ
い
て
。

②
こ
の
場
所
に
お
い
て
地
権
者
全

員
の
同
意
を
も
っ
て
町
に
住
宅
団

地
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
ど
の
様
に

取
り
扱
い
ま
す
か
。

③
行
政
懇
談
会
の
全
体
要
望
で
小

学
校
正
門
前
の
水
路
及
び
道
路
に

つ
い
て
。

高
齢
者
の
移
動
手
段
の

確
保
を

問
　地
方
で
は
、
高
齢
化
や
人

口
減
少
が
進
み
、
鉄
道
や
バ
ス
な

ど
の
公
共
交
通
手
段
の
維
持
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
本
町
に

お
い
て
も
公
共
交
通
の
利
便
性
は

大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
運
転

免
許
証
の
自
主
返
納
を
考
え
て
も

マ
イ
カ
ー
な
し
の
生
活
は
困
難
な

地
域
も
多
く
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
対

策
と
地
域
に
お
け
る
移
動
手
段
確

保
を
願
い
何
点
か
伺
う
。

①
町
の
高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通

事
故
件
数
状
況
、
免
許
証
の
自
主

返
納
状
況
は
。

②
日
々
の
買
い
物
や
通
院
な
ど
困

ら
な
い
よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
、
今
後

の
対
策
は
。

③
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
対
策

と
し
て
、
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
時

の
急
発
進
防
止
装
置
を
設
置
す
る

費
用
補
助
な
ど
の
考
え
は
。

答

　①
い
わ
ゆ
る
耕
作
放
棄
地
に

つ
い
て
は
、
農
地
が
農
地
と
し
て
利

用
さ
れ
る
よ
う
に
地
域
の
中
で
話
し

合
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
進
め
て
い

ま
す
。
農
業
委
員
会
で
も
ご
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

②
農
地
法
や
都
市
計
画
法
上
の
観
点

か
ら
審
査
を
行
い
ま
す
。

③
行
政
懇
談
会
で
全
体
要
望
に
挙
げ

ら
れ
た
小
学
校
前
の
水
路
及
び
道
路

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
小
学
校
前
の
水

路
に
つ
い
て
は
、
児
童
等
の
転
落

防
止
の
た
め
、
防
護
柵
（
延
長
約

2
0
0
ｍ
）
の
設
置
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

答

　①
65
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者
事

故
は
平
成
28
年
中
13
件
、
29
年
中
11

件
、
30
年
中
10
件
、
自
主
返
納
は
平

成
29
年
中
45
人
、
30
年
中
50
人
。

②
日
野
町
営
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
児

童
の
通
学
と
高
齢
者
等
の
生
活
の
利

便
性
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
各
路

線
の
利
用
形
態
を
考
慮
し
な
が
ら
、

５
台
の
バ
ス
で
６
路
線
を
運
行
し
て

い
る
。
今
年
４
月
か
ら
は
低
床
バ
ス

を
２
台
導
入
す
る
な
ど
利
用
し
や
す

い
バ
ス
運
行
に
努
め
て
い
る
。
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
も
運
行
し
て
い
る
。

今
後
も
利
便
性
の
高
い
安
全
な
運
行

に
努
め
た
い
。

③
高
齢
運
転
者
の
安
全
対
策
と
し
て

の
急
発
進
防
止
装
置
の
設
置
補
助
に

つ
い
て
は
、
装
置
の
メ
ー
カ
ー
に
よ

り
性
能
に
差
が
あ
る
な
ど
課
題
も
あ

り
、
国
、
県
に
お
け
る
施
策
等
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

日
野
駅
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て

問
　日
野
駅
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
広
く
皆
様
か
ら
応
援
寄
附
に

よ
り
三
ヵ
年
計
画
も
順
調
に
進
み
、

一
般
社
団
法
人
「
こ
う
け
ん
舎
」

駅
カ
フ
ェ
「
な
な
い
ろ
」
運
営
も

順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
近

江
鉄
道
（
株
）
さ
ん
の
動
き
が
心

配
で
す
、
日
野
町
と
し
て
ど
う
す

べ
き
か
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

そ
う
で
す
。

①
小
さ
な
鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

施
設
整
備
の
進
行
状
況
を
お
伺
い

し
ま
す
。

②
来
年
度
、
県
道
内
池
バ
イ
パ
ス

が
開
通
し
ま
す
。
駅
舎
西
側
の
計

画
の
必
要
性
に
つ
い
て

③
近
江
鉄
道
（
株
）
の
鉄
道
事
業

の
動
向
に
つ
い
て
。

答

　①
日
野
駅
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
最
終
年
度
は
、
旧
日
野
駅
観
光
案

内
所
を
改
修
し
鉄
道
資
料
の
展
示
ス

ぺ
ー
ス
と
し
て
整
備
し
、
施
設
整
備

に
係
る
設
計
を
ま
と
め
、
11
月
か
ら

翌
年
２
月
末
ま
で
の
工
期
で
整
備
を

体
育
館
の
整
備
状
況
は

問
　今
年
も
猛
暑
の
夏
で
し
た
。

最
近
で
は
、
普
通
教
室
に
限
ら
ず
、

体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る

自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
学
校
の
体

育
館
は
授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
、
行

事
等
使
わ
れ
て
い
る
。
夜
間
や
休

日
も
子
ど
も
た
ち
や
大
人
の
ス

ポ
ー
ツ
の
場
所
と
し
て
、
そ
し
て

地
域
行
事
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

災
害
時
に
は
避
難
所
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
子
ど
も
の
健
康
管
理
や

環
境
整
備
の
た
め
何
点
か
伺
う
。

①
町
の
小
・
中
学
校
の
体
育
館
の

使
用
状
況
は
。

②
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
の
状

況
は
。

③
地
域
行
事
等
や
団
体
等
の
利
用

状
況
は
。

④
現
在
の
寒
さ
対
策
、暑
さ
対
策
は
。

⑤
子
ど
も
の
健
康
管
理
、
又
、
避

難
所
の
環
境
整
備
と
し
て
、
エ
ア

コ
ン
設
置
の
考
え
は
。

答

　①
体
育
授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
、

中
学
校
で
は
、
放
課
後
や
土
・
日
に

部
活
で
利
用
。
行
事
等
多
目
的
に
活

完
了
し
年
度
内
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
を

目
指
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

②
こ
の
区
域
は
農
業
振
興
地
域
の
農

用
地
区
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

町
の
総
合
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
等
を
策
定
し
て
い
く
中

で
計
画
の
必
要
性
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
近
江
鉄
道
は
「
単
独
で
鉄
道
事
業

を
維
持
す
る
の
が
将
来
的
に
困
難
に

な
る
」
と
発
表
さ
れ
、
そ
の
後
、
沿

線
自
治
体
首
長
会
議
に
お
い
て
地
域

公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
法
定
協
議
会
を

設
置
し
、
存
続
形
態
や
自
治
体
の
財

政
負
担
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
合
意
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

用
し
て
い
る
。

②
町
内
全
体
で
年
間
の
べ
1
0
8
7

日
、
2
万
1
3
7
3
人
が
放
課
後
や

土
・
日
、
祝
日
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

③
敬
老
会
、
福
祉
関
係
、
学
童
や

地
元
企
業
な
ど
地
域
行
事
や
団
体

が
利
用
。

④
寒
さ
対
策
は
業
務
用
ヒ
ー
タ
ー
等

で
防
寒
、
又
、
服
装
等
で
調
節
。
暑

さ
対
策
は
、
換
気
や
業
務
用
扇
風
機

等
に
よ
る
送
風
、
時
間
や
内
容
の
工

夫
を
し
て
い
る
。

⑤
外
気
温
が
30
度
を
超
え
る
５
月

か
ら
９
月
ま
で
、
特
に
児
童
の
熱

中
症
対
策
に
は
万
全
を
期
し
て
取

り
組
み
ま
す
。
体
育
館
へ
冷
暖
房

設
備
を
設
置
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
会
津
ま
つ
り「
会
津
藩
公
行
列
」

に
参
加
し
感
動
し
て
参
り
ま
し

た
。
町
に
お
い
て
も
、
イ
ベ
ン
ト

や
催
し
を
企
画
さ
れ
る
時
に
は
相

互
の
内
容
の
共
有
化
を
図
り
、
町

の
玄
関
口
で
あ
る
日
野
駅
か
ら
綿

向
山
ま
で
繋
げ
る
ぐ
ら
い
の
企
画

化
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
会
津
ま
つ
り「
会
津
藩
公
行
列
」

に
参
加
し
感
動
し
て
参
り
ま
し

た
。
町
に
お
い
て
も
、
イ
ベ
ン
ト

や
催
し
を
企
画
さ
れ
る
時
に
は
相

互
の
内
容
の
共
有
化
を
図
り
、
町

の
玄
関
口
で
あ
る
日
野
駅
か
ら
綿

向
山
ま
で
繋
げ
る
ぐ
ら
い
の
企
画

化
に
し
た
い
も
の
で
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
は
重

要
。
検
討
い
た
だ
き
た
い
。
高
齢

運
転
者
の
急
発
進
防
止
装
置
設
置

補
助
は
国
・
県
の
施
策
を
待
つ
の

で
は
な
く
研
究
を
早
急
に
、
進
め

て
ほ
し
い
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
は
重

要
。
検
討
い
た
だ
き
た
い
。
高
齢

運
転
者
の
急
発
進
防
止
装
置
設
置

補
助
は
国
・
県
の
施
策
を
待
つ
の

で
は
な
く
研
究
を
早
急
に
、
進
め

て
ほ
し
い
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

必佐小学校周辺整備について
日野駅再生プロジェクトについて

谷 成隆 議員

高齢者の移動手段の確保を
体育館の整備状況は

中西 佳子 議員

新しく導入された低床バス

照光寺裏の農地

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

議会だより
日野町議会

13 12議会だより
日野町議会



一 質般 問 一 質般 問

必
佐
小
学
校
周
辺
整
備

に
つ
い
て

問
　平
成
29
年
９
月
定
例
会
で

こ
の
問
題
に
つ
い
て
お
尋
ね
し
今

回
で
二
度
目
に
な
り
ま
す
。
小
学

校
グ
ラ
ウ
ン
ド
南
側
、
内
池
西
の

照
光
寺
裏
の
農
地
に
つ
い
て
、
現

在
所
有
者
の
高
齢
化
に
伴
い
約
２

ヘ
ク
タ
ー
ル
の
農
地
が
荒
廃
状
況

に
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
所
は
市
街

化
調
整
区
域
で
も
あ
り
、
隣
接
に

は
出
雲
の
里
団
地
、
近
隣
に
は
日

野
駅
、
郵
便
局
、
駐
在
所
、
開
業

医
も
あ
り
環
境
的
に
は
住
宅
団
地

と
し
て
の
活
用
に
は
最
適
地
と
考

え
ま
す
。
そ
こ
で
お
伺
い
し
ま
す
。

①
荒
れ
た
手
の
付
け
ら
れ
な
い
農

地
の
利
活
用
に
つ
い
て
。

②
こ
の
場
所
に
お
い
て
地
権
者
全

員
の
同
意
を
も
っ
て
町
に
住
宅
団

地
の
要
請
が
あ
れ
ば
、
ど
の
様
に

取
り
扱
い
ま
す
か
。

③
行
政
懇
談
会
の
全
体
要
望
で
小

学
校
正
門
前
の
水
路
及
び
道
路
に

つ
い
て
。

高
齢
者
の
移
動
手
段
の

確
保
を

問
　地
方
で
は
、
高
齢
化
や
人

口
減
少
が
進
み
、
鉄
道
や
バ
ス
な

ど
の
公
共
交
通
手
段
の
維
持
が
難

し
く
な
っ
て
き
て
い
る
。
本
町
に

お
い
て
も
公
共
交
通
の
利
便
性
は

大
き
な
課
題
で
あ
り
ま
す
。
運
転

免
許
証
の
自
主
返
納
を
考
え
て
も

マ
イ
カ
ー
な
し
の
生
活
は
困
難
な

地
域
も
多
く
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
高
齢
者
の
安
全
運
転
支
援
対

策
と
地
域
に
お
け
る
移
動
手
段
確

保
を
願
い
何
点
か
伺
う
。

①
町
の
高
齢
運
転
者
に
よ
る
交
通

事
故
件
数
状
況
、
免
許
証
の
自
主

返
納
状
況
は
。

②
日
々
の
買
い
物
や
通
院
な
ど
困

ら
な
い
よ
う
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
や
乗
合
タ
ク
シ
ー
な
ど
、
今
後

の
対
策
は
。

③
高
齢
ド
ラ
イ
バ
ー
の
安
全
対
策

と
し
て
、
ペ
ダ
ル
踏
み
間
違
い
時

の
急
発
進
防
止
装
置
を
設
置
す
る

費
用
補
助
な
ど
の
考
え
は
。

答

　①
い
わ
ゆ
る
耕
作
放
棄
地
に

つ
い
て
は
、
農
地
が
農
地
と
し
て
利

用
さ
れ
る
よ
う
に
地
域
の
中
で
話
し

合
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
に
進
め
て
い

ま
す
。
農
業
委
員
会
で
も
ご
相
談
に

応
じ
て
い
ま
す
。

②
農
地
法
や
都
市
計
画
法
上
の
観
点

か
ら
審
査
を
行
い
ま
す
。

③
行
政
懇
談
会
で
全
体
要
望
に
挙
げ

ら
れ
た
小
学
校
前
の
水
路
及
び
道
路

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
小
学
校
前
の
水

路
に
つ
い
て
は
、
児
童
等
の
転
落

防
止
の
た
め
、
防
護
柵
（
延
長
約

2
0
0
ｍ
）
の
設
置
を
予
定
し
て
い

ま
す
。

答

　①
65
歳
以
上
の
高
齢
運
転
者
事

故
は
平
成
28
年
中
13
件
、
29
年
中
11

件
、
30
年
中
10
件
、
自
主
返
納
は
平

成
29
年
中
45
人
、
30
年
中
50
人
。

②
日
野
町
営
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
児

童
の
通
学
と
高
齢
者
等
の
生
活
の
利

便
性
の
向
上
を
目
的
と
し
て
、
各
路

線
の
利
用
形
態
を
考
慮
し
な
が
ら
、

５
台
の
バ
ス
で
６
路
線
を
運
行
し
て

い
る
。
今
年
４
月
か
ら
は
低
床
バ
ス

を
２
台
導
入
す
る
な
ど
利
用
し
や
す

い
バ
ス
運
行
に
努
め
て
い
る
。
デ
マ

ン
ド
タ
ク
シ
ー
も
運
行
し
て
い
る
。

今
後
も
利
便
性
の
高
い
安
全
な
運
行

に
努
め
た
い
。

③
高
齢
運
転
者
の
安
全
対
策
と
し
て

の
急
発
進
防
止
装
置
の
設
置
補
助
に

つ
い
て
は
、
装
置
の
メ
ー
カ
ー
に
よ

り
性
能
に
差
が
あ
る
な
ど
課
題
も
あ

り
、
国
、
県
に
お
け
る
施
策
等
の
動

向
を
注
視
し
な
が
ら
研
究
し
て
い
く
。

日
野
駅
再
生
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
つ
い
て

問
　日
野
駅
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
広
く
皆
様
か
ら
応
援
寄
附
に

よ
り
三
ヵ
年
計
画
も
順
調
に
進
み
、

一
般
社
団
法
人
「
こ
う
け
ん
舎
」

駅
カ
フ
ェ
「
な
な
い
ろ
」
運
営
も

順
調
に
進
ん
で
お
り
ま
す
が
、
近

江
鉄
道
（
株
）
さ
ん
の
動
き
が
心

配
で
す
、
日
野
町
と
し
て
ど
う
す

べ
き
か
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り

そ
う
で
す
。

①
小
さ
な
鉄
道
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の

施
設
整
備
の
進
行
状
況
を
お
伺
い

し
ま
す
。

②
来
年
度
、
県
道
内
池
バ
イ
パ
ス

が
開
通
し
ま
す
。
駅
舎
西
側
の
計

画
の
必
要
性
に
つ
い
て

③
近
江
鉄
道
（
株
）
の
鉄
道
事
業

の
動
向
に
つ
い
て
。

答

　①
日
野
駅
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
最
終
年
度
は
、
旧
日
野
駅
観
光
案

内
所
を
改
修
し
鉄
道
資
料
の
展
示
ス

ぺ
ー
ス
と
し
て
整
備
し
、
施
設
整
備

に
係
る
設
計
を
ま
と
め
、
11
月
か
ら

翌
年
２
月
末
ま
で
の
工
期
で
整
備
を

体
育
館
の
整
備
状
況
は

問
　今
年
も
猛
暑
の
夏
で
し
た
。

最
近
で
は
、
普
通
教
室
に
限
ら
ず
、

体
育
館
に
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る

自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
学
校
の
体

育
館
は
授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
、
行

事
等
使
わ
れ
て
い
る
。
夜
間
や
休

日
も
子
ど
も
た
ち
や
大
人
の
ス

ポ
ー
ツ
の
場
所
と
し
て
、
そ
し
て

地
域
行
事
に
も
活
用
さ
れ
て
い
る
。

災
害
時
に
は
避
難
所
に
指
定
さ
れ

て
い
る
。
子
ど
も
の
健
康
管
理
や

環
境
整
備
の
た
め
何
点
か
伺
う
。

①
町
の
小
・
中
学
校
の
体
育
館
の

使
用
状
況
は
。

②
学
校
体
育
施
設
開
放
事
業
の
状

況
は
。

③
地
域
行
事
等
や
団
体
等
の
利
用

状
況
は
。

④
現
在
の
寒
さ
対
策
、暑
さ
対
策
は
。

⑤
子
ど
も
の
健
康
管
理
、
又
、
避

難
所
の
環
境
整
備
と
し
て
、
エ
ア

コ
ン
設
置
の
考
え
は
。

答

　①
体
育
授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
、

中
学
校
で
は
、
放
課
後
や
土
・
日
に

部
活
で
利
用
。
行
事
等
多
目
的
に
活

完
了
し
年
度
内
の
プ
レ
オ
ー
プ
ン
を

目
指
し
て
進
め
て
い
ま
す
。

②
こ
の
区
域
は
農
業
振
興
地
域
の
農

用
地
区
域
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
後
、

町
の
総
合
計
画
や
都
市
計
画
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
等
を
策
定
し
て
い
く
中

で
計
画
の
必
要
性
を
検
討
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

③
近
江
鉄
道
は
「
単
独
で
鉄
道
事
業

を
維
持
す
る
の
が
将
来
的
に
困
難
に

な
る
」
と
発
表
さ
れ
、
そ
の
後
、
沿

線
自
治
体
首
長
会
議
に
お
い
て
地
域

公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関

す
る
法
律
に
基
づ
く
法
定
協
議
会
を

設
置
し
、
存
続
形
態
や
自
治
体
の
財

政
負
担
に
つ
い
て
議
論
を
進
め
て
い

く
こ
と
を
合
意
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

用
し
て
い
る
。

②
町
内
全
体
で
年
間
の
べ
1
0
8
7

日
、
2
万
1
3
7
3
人
が
放
課
後
や

土
・
日
、
祝
日
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

③
敬
老
会
、
福
祉
関
係
、
学
童
や

地
元
企
業
な
ど
地
域
行
事
や
団
体

が
利
用
。

④
寒
さ
対
策
は
業
務
用
ヒ
ー
タ
ー
等

で
防
寒
、
又
、
服
装
等
で
調
節
。
暑

さ
対
策
は
、
換
気
や
業
務
用
扇
風
機

等
に
よ
る
送
風
、
時
間
や
内
容
の
工

夫
を
し
て
い
る
。

⑤
外
気
温
が
30
度
を
超
え
る
５
月

か
ら
９
月
ま
で
、
特
に
児
童
の
熱

中
症
対
策
に
は
万
全
を
期
し
て
取

り
組
み
ま
す
。
体
育
館
へ
冷
暖
房

設
備
を
設
置
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

　
会
津
ま
つ
り「
会
津
藩
公
行
列
」

に
参
加
し
感
動
し
て
参
り
ま
し

た
。
町
に
お
い
て
も
、
イ
ベ
ン
ト

や
催
し
を
企
画
さ
れ
る
時
に
は
相

互
の
内
容
の
共
有
化
を
図
り
、
町

の
玄
関
口
で
あ
る
日
野
駅
か
ら
綿

向
山
ま
で
繋
げ
る
ぐ
ら
い
の
企
画

化
に
し
た
い
も
の
で
す
。

　
会
津
ま
つ
り「
会
津
藩
公
行
列
」

に
参
加
し
感
動
し
て
参
り
ま
し

た
。
町
に
お
い
て
も
、
イ
ベ
ン
ト

や
催
し
を
企
画
さ
れ
る
時
に
は
相

互
の
内
容
の
共
有
化
を
図
り
、
町

の
玄
関
口
で
あ
る
日
野
駅
か
ら
綿

向
山
ま
で
繋
げ
る
ぐ
ら
い
の
企
画

化
に
し
た
い
も
の
で
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
は
重

要
。
検
討
い
た
だ
き
た
い
。
高
齢

運
転
者
の
急
発
進
防
止
装
置
設
置

補
助
は
国
・
県
の
施
策
を
待
つ
の

で
は
な
く
研
究
を
早
急
に
、
進
め

て
ほ
し
い
。

　
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
は
重

要
。
検
討
い
た
だ
き
た
い
。
高
齢

運
転
者
の
急
発
進
防
止
装
置
設
置

補
助
は
国
・
県
の
施
策
を
待
つ
の

で
は
な
く
研
究
を
早
急
に
、
進
め

て
ほ
し
い
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

必佐小学校周辺整備について
日野駅再生プロジェクトについて

谷 成隆 議員

高齢者の移動手段の確保を
体育館の整備状況は

中西 佳子 議員

新しく導入された低床バス

照光寺裏の農地

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問
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一 質般 問 一 質般 問

消
費
税
増
税
対
策
の
対

応
は
ど
う
な
る
の
？

　
消
費
税
増
税
に
よ
る
影
響
や
増

税
対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、

明
確
に
さ
れ
ず
、
説
明
も
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
も
住
民
の
み
な

さ
ん
も
不
安
に
感
じ
て
お
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
一
問
一
答

で
質
問
し
ま
し
た
。

問
　社
会
保
障
の
充
実
は
ど
の

よ
う
に
改
善
さ
れ
る
の
か
。

答

　幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
や

低
所
得
者
の
介
護
保
険
料
の
軽
減
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

問
　町
内
店
舗
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
対
応
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答

　町
内
で
は
30
店
舗
と
な
っ
て
い

ま
す
。
端
末
機
の
整
備
費
や
決
済
事

業
者
へ
の
手
数
料
な
ど
の
費
用
が
発

生
す
る
こ
と
や
9
ヶ
月
と
期
間
限
定

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
登
録
さ
れ
な
い

店
舗
も
多
く
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

問
　プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

の
町
内
店
舗
の
対
応
は
ど
う
か
。

集
落
ぐ
る
み
の
獣
害
対
策
を

問
　 日
野
町
に
お
い
て
も
、
野

生
動
物
に
よ
る
農
林
業
被
害
の
拡

大
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
獣

害
対
策
に
お
け
る
国
や
都
道
府
県
、

市
町
村
の
役
割
は
徐
々
に
変
化
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
都
道
府
県
が
主
張
し

て
き
た
獣
害
対
策
は
、
特
措
法
の

制
定
改
正
に
よ
り
、
被
害
発
生
地

に
よ
り
近
い
市
町
村
に
お
い
て
積

極
的
に
推
進
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

①
獣
害
対
策
と
野
生
動
物
保
護
の

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
。

②
主
な
獣
害
対
策
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
。

③
対
策
の
成
果
と
効
果
に
つ
い
て
。

答

　①
野
生
鳥
獣
に
あ
っ
て
は
、
地

域
的
に
個
体
数
の
減
少
が
危
惧
さ

れ
、
保
護
を
図
る
必
要
が
あ
る
鳥
獣

（
第
一
種
特
定
鳥
獣
）
と
、
生
態
系

や
農
林
水
産
業
に
被
害
を
及
ぼ
し
、

個
体
数
が
著
し
く
増
加
し
て
い
る
鳥

答

　商
工
会
に
事
務
の
取
り
扱
い
を

委
託
し
て
お
り
、
現
在
82
店
舗
が
応

募
さ
れ
、
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　「マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
と
は
。

答

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

さ
れ
た
方
に
対
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
決
済
業
者
と
連
携
し
た
全
国
共
通

の
ポ
イ
ン
ト
を
付
加
す
る
制
度
で
す
。

問
　「す
ま
い
給
付
金
」「
次
世

代
住
宅
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
と
は
。

答

　住
宅
を
取
得
さ
れ
た
方
に
対
し

て
、
最
大
50
万
円
給
付
さ
れ
る
制
度

で
す
。
住
宅
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム

を
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、
様
々
な
商

品
と
交
換
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
が
発
行

さ
れ
る
制
度
で
す
。

問
　国
民
へ
の
税
負
担
を
求
め
る

消
費
税
引
き
上
げ
を
ど
う
思
う
か
。

答

　税
制
に
つ
い
て
は
、
社
会
を
構

成
す
る
も
の
が
公
平
に
能
力
に
応
じ

て
税
負
担
を
行
う
応
能
負
担
に
よ
る

こ
と
が
適
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

獣
（
第
二
種
特
定
鳥
獣
）
が
あ
る
。

滋
賀
県
に
お
い
て
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
に
保
護
計
画
、
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
・

サ
ル
・
カ
ワ
ウ
に
管
理
計
画
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。

　
鳥
獣
害
対
策
と
野
生
動
物
保
護
の

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
そ
の
法
令

に
基
づ
く
県
や
市
町
の
計
画
に
沿
っ

て
計
画
的
に
捕
獲
と
獣
害
防
止
を
進

め
て
、
鳥
獣
の
適
切
な
保
護
と
管
理

が
図
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
取
り
組
み
の
現
状
は
、
シ
カ
･
イ

ノ
シ
シ
に
は
侵
入
防
護
柵
の
設
置
、

銃
器
･
箱
罠
捕
獲
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
餌
場
を
つ
く
ら
な
い
な
ど
集

落
ぐ
る
み
の
獣
害
対
策
の
啓
発
･
誘

導
等
集
落
の
主
体
的
な
対
策
を
後
押

し
し
て
い
る
。
サ
ル
に
対
し
て
は
適

正
頭
数
ま
で
減
ら
す
「
個
体
数
調
整
」

を
実
施
し
て
き
た
。

　「
獣
害
に
強
い
集
落
づ
く
り
」
が

課
題
。

③
獣
害
対
策
の
成
果
は
、
昨
年
度
は

シ
カ
３
０
０
頭
、
イ
ノ
シ
シ
２
７
３

頭
、
サ
ル
１
０
０
頭
を
捕
獲
。
侵
入

防
止
柵
は
総
延
長
約
２
６
０
㎞
超
え

狩
猟
免
許
を
取
得
し
て
の
「
箱
罠
捕

獲
事
業
」
に
33
組
織
、「
日
野
町
集

高
齢
者
移
動
支
援
活
動

へ
の
支
援
を

問
　東
桜
谷
地
区
で
住
民
主
導
の

高
齢
者
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス「
ち
ょ

い
の
り 

お
た
す
け
カ
ゴ
ヤ
」
を
7

月
に
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
こ
そ
が
地
域
の
課
題
解
決

に
向
け
て
実
践
さ
れ
た
活
気
的
な

活
動
と
言
え
ま
す
。
こ
う
し
た「
移

動
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
の
活
動
が
ど

ん
ど
ん
他
の
地
域
に
も
広
が
る
と

い
い
な
あ
と
い
う
思
い
か
ら
質
問

を
し
ま
し
た
。

①
移
動
支
援
活
動
の
活
動
状
況
は
。

②
活
動
の
課
題
、
住
民
の
感
想
は
。

③
活
動
拡
大
に
向
け
て
の
反
応
は
。

答

　①
登
録
利
用
者
は
9
名
で
、

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
11
名
で
す
。

2
ヶ
月
間
で
は
、
鳥
居
平
で
4
件
、

奥
師
で
4
件
の
実
績
で
す
。

②
買
い
物
の
場
合
、
予
約
の
日
程
が

組
み
に
く
い
こ
と
、
病
院
の
待
ち
時

間
が
読
み
に
く
く
、
迎
え
に
行
く
時

間
が
読
め
な
い
こ
と
、
運
転
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
割
り
振
り
が
難
し
い
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
方
か
ら

落
ぐ
る
み
獣
害
対
策
事
業
」
に
は
10

集
落
が
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
、
シ
カ
・
イ
ノ
シ

シ
の
農
地
へ
の
接
近
を
妨
げ
て
は
い

る
が
、
被
害
が
目
に
見
え
て
減
っ
て

い
っ
て
は
い
な
い
。

何
と
し
て
も
、

近
江
鉄
道
の
存
続
を

問
　こ
の
質
問
は
私
に
と
っ
て

３
度
目
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
の

町
の
姿
勢
は
「
町
の
玄
関
口
と
し

て
重
要
な
公
共
交
通
機
関
で
あ
り
、

通
勤
･
通
学
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
状
況
で
あ
り
、
存
続
の
方
向
で

の
議
論
」
と
の
こ
と
で
す
が
、
近

江
鉄
道
の
場
合
、
路
線
の
距
離
が

約
60
㎞
、
沿
線
自
治
体
が
10
も
あ

り
、
自
治
体
に
よ
り
温
度
差
が
見

ら
れ
ま
す
。
今
後
、
自
治
体
を
ま

と
め
て
い
く
役
割
は
滋
賀
県
に
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
町
と
し
て
の
問
題
解
決
の
方
向

性
を
伺
い
ま
す
。

答

　町
と
し
て
存
続
が
前
提
で
あ

る
こ
と
は
、
変
わ
っ
て
い
な
い
。
近

江
鉄
道
は
滋
賀
県
全
体
の
課
題
で
あ

は
好
評
で
あ
り
ま
す
。

③
東
桜
谷
地
区
以
外
か
ら
も
「
取
り

組
み
の
検
討
を
始
め
て
み
た
い
が
」

と
い
う
よ
う
な
ご
相
談
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
自
分
達
の
地
域
で
も
移

動
支
援
に
取
り
組
み
た
い
と
の
ご
相

談
が
あ
り
ま
し
た
場
合
は
、
東
桜
谷

地
区
の
取
組
内
容
な
ど
や
県
内
外
の

情
報
提
供
を
行
い
、
住
民
の
皆
さ
ん

と
共
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ
た

仕
組
み
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

り
、
県
知
事
も
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を

持
っ
て
こ
れ
か
ら
の
法
定
協
議
会
で

議
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
明
言
さ

れ
た
。
県
全
体
の
問
題
と
し
て
存
続

さ
せ
る
う
え
で
、
市
町
の
議
員
は
も

ち
ろ
ん
、
県
会
議
員
、
国
会
議
員
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

　
消
費
税
増
税
対
策
に
は
、
不
公

平
格
差
を
伴
う
課
題
の
あ
る
財
政

措
置
と
考
え
ま
す
。
高
所
得
者
へ

の
「
累
進
課
税
」
や
法
人
税
率
の

適
正
課
税
に
よ
る
税
収
を
社
会
保

障
に
充
当
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
地
域
の
支
え
合
い
活
動
の
移
動

支
援
が
町
全
体
に
広
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
消
費
税
増
税
対
策
に
は
、
不
公

平
格
差
を
伴
う
課
題
の
あ
る
財
政

措
置
と
考
え
ま
す
。
高
所
得
者
へ

の
「
累
進
課
税
」
や
法
人
税
率
の

適
正
課
税
に
よ
る
税
収
を
社
会
保

障
に
充
当
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
地
域
の
支
え
合
い
活
動
の
移
動

支
援
が
町
全
体
に
広
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

　
１
．
獣
害
対
策
は
、
人
間
と
野

生
動
物
の
棲
み
分
け
を
図
る
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

農
家
で
な
い
集
落
住
民
の
協
力
も

必
要
で
す
。

　
２
．
鉄
道
存
続
は
、
交
通
権
･

移
動
権
と
い
う
現
在
の
基
本
的
人

権
で
あ
り
ま
す
。
町
づ
く
り
の
観

点
で
の
町
民
間
の
議
論
に
。

　
１
．
獣
害
対
策
は
、
人
間
と
野

生
動
物
の
棲
み
分
け
を
図
る
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

農
家
で
な
い
集
落
住
民
の
協
力
も

必
要
で
す
。

　
２
．
鉄
道
存
続
は
、
交
通
権
･

移
動
権
と
い
う
現
在
の
基
本
的
人

権
で
あ
り
ま
す
。
町
づ
く
り
の
観

点
で
の
町
民
間
の
議
論
に
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

消費税増税対策の対応は
高齢者移動支援活動への支援を

集落ぐるみの獣害対策を
何としても、近江鉄道の存続を

池元 法子 議員 齋藤 光弘 議員

東桜谷地区の
移動支援事業日野駅再生プロジェクトにて

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

議会だより
日野町議会

15 14議会だより
日野町議会



一 質般 問 一 質般 問

消
費
税
増
税
対
策
の
対

応
は
ど
う
な
る
の
？

　
消
費
税
増
税
に
よ
る
影
響
や
増

税
対
策
は
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
、

明
確
に
さ
れ
ず
、
説
明
も
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
か
ら
も
住
民
の
み
な

さ
ん
も
不
安
に
感
じ
て
お
ら
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
一
問
一
答

で
質
問
し
ま
し
た
。

問
　社
会
保
障
の
充
実
は
ど
の

よ
う
に
改
善
さ
れ
る
の
か
。

答

　幼
児
教
育
・
保
育
の
無
償
化
や

低
所
得
者
の
介
護
保
険
料
の
軽
減
な

ど
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

問
　町
内
店
舗
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
対
応
は
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答

　町
内
で
は
30
店
舗
と
な
っ
て
い

ま
す
。
端
末
機
の
整
備
費
や
決
済
事

業
者
へ
の
手
数
料
な
ど
の
費
用
が
発

生
す
る
こ
と
や
9
ヶ
月
と
期
間
限
定

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
登
録
さ
れ
な
い

店
舗
も
多
く
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

問
　プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券

の
町
内
店
舗
の
対
応
は
ど
う
か
。

集
落
ぐ
る
み
の
獣
害
対
策
を

問
　 日
野
町
に
お
い
て
も
、
野

生
動
物
に
よ
る
農
林
業
被
害
の
拡

大
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
中
、
獣

害
対
策
に
お
け
る
国
や
都
道
府
県
、

市
町
村
の
役
割
は
徐
々
に
変
化
し

て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
都
道
府
県
が
主
張
し

て
き
た
獣
害
対
策
は
、
特
措
法
の

制
定
改
正
に
よ
り
、
被
害
発
生
地

に
よ
り
近
い
市
町
村
に
お
い
て
積

極
的
に
推
進
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
次
の
点
に
つ
い
て
伺

い
ま
す
。

①
獣
害
対
策
と
野
生
動
物
保
護
の

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
。

②
主
な
獣
害
対
策
の
現
状
と
課
題

に
つ
い
て
。

③
対
策
の
成
果
と
効
果
に
つ
い
て
。

答

　①
野
生
鳥
獣
に
あ
っ
て
は
、
地

域
的
に
個
体
数
の
減
少
が
危
惧
さ

れ
、
保
護
を
図
る
必
要
が
あ
る
鳥
獣

（
第
一
種
特
定
鳥
獣
）
と
、
生
態
系

や
農
林
水
産
業
に
被
害
を
及
ぼ
し
、

個
体
数
が
著
し
く
増
加
し
て
い
る
鳥

答

　商
工
会
に
事
務
の
取
り
扱
い
を

委
託
し
て
お
り
、
現
在
82
店
舗
が
応

募
さ
れ
、
準
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　「マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
」
と
は
。

答

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
取
得

さ
れ
た
方
に
対
し
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
決
済
業
者
と
連
携
し
た
全
国
共
通

の
ポ
イ
ン
ト
を
付
加
す
る
制
度
で
す
。

問
　「す
ま
い
給
付
金
」「
次
世

代
住
宅
ポ
イ
ン
ト
制
度
」
と
は
。

答

　住
宅
を
取
得
さ
れ
た
方
に
対
し

て
、
最
大
50
万
円
給
付
さ
れ
る
制
度

で
す
。
住
宅
の
新
築
や
リ
フ
ォ
ー
ム

を
さ
れ
た
方
に
対
し
て
、
様
々
な
商

品
と
交
換
で
き
る
ポ
イ
ン
ト
が
発
行

さ
れ
る
制
度
で
す
。

問
　国
民
へ
の
税
負
担
を
求
め
る

消
費
税
引
き
上
げ
を
ど
う
思
う
か
。

答

　税
制
に
つ
い
て
は
、
社
会
を
構

成
す
る
も
の
が
公
平
に
能
力
に
応
じ

て
税
負
担
を
行
う
応
能
負
担
に
よ
る

こ
と
が
適
切
と
考
え
て
い
ま
す
。

獣
（
第
二
種
特
定
鳥
獣
）
が
あ
る
。

滋
賀
県
に
お
い
て
は
、
ツ
キ
ノ
ワ
グ

マ
に
保
護
計
画
、
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
・

サ
ル
・
カ
ワ
ウ
に
管
理
計
画
が
定
め

ら
れ
て
い
る
。

　
鳥
獣
害
対
策
と
野
生
動
物
保
護
の

バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、
そ
の
法
令

に
基
づ
く
県
や
市
町
の
計
画
に
沿
っ

て
計
画
的
に
捕
獲
と
獣
害
防
止
を
進

め
て
、
鳥
獣
の
適
切
な
保
護
と
管
理

が
図
れ
る
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

②
取
り
組
み
の
現
状
は
、
シ
カ
･
イ

ノ
シ
シ
に
は
侵
入
防
護
柵
の
設
置
、

銃
器
･
箱
罠
捕
獲
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
餌
場
を
つ
く
ら
な
い
な
ど
集

落
ぐ
る
み
の
獣
害
対
策
の
啓
発
･
誘

導
等
集
落
の
主
体
的
な
対
策
を
後
押

し
し
て
い
る
。
サ
ル
に
対
し
て
は
適

正
頭
数
ま
で
減
ら
す
「
個
体
数
調
整
」

を
実
施
し
て
き
た
。

　「
獣
害
に
強
い
集
落
づ
く
り
」
が

課
題
。

③
獣
害
対
策
の
成
果
は
、
昨
年
度
は

シ
カ
３
０
０
頭
、
イ
ノ
シ
シ
２
７
３

頭
、
サ
ル
１
０
０
頭
を
捕
獲
。
侵
入

防
止
柵
は
総
延
長
約
２
６
０
㎞
超
え

狩
猟
免
許
を
取
得
し
て
の
「
箱
罠
捕

獲
事
業
」
に
33
組
織
、「
日
野
町
集

高
齢
者
移
動
支
援
活
動

へ
の
支
援
を

問
　東
桜
谷
地
区
で
住
民
主
導
の

高
齢
者
移
動
支
援
サ
ー
ビ
ス「
ち
ょ

い
の
り 

お
た
す
け
カ
ゴ
ヤ
」
を
7

月
に
ス
タ
ー
ト
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
こ
そ
が
地
域
の
課
題
解
決

に
向
け
て
実
践
さ
れ
た
活
気
的
な

活
動
と
言
え
ま
す
。
こ
う
し
た「
移

動
支
援
サ
ー
ビ
ス
」
の
活
動
が
ど

ん
ど
ん
他
の
地
域
に
も
広
が
る
と

い
い
な
あ
と
い
う
思
い
か
ら
質
問

を
し
ま
し
た
。

①
移
動
支
援
活
動
の
活
動
状
況
は
。

②
活
動
の
課
題
、
住
民
の
感
想
は
。

③
活
動
拡
大
に
向
け
て
の
反
応
は
。

答

　①
登
録
利
用
者
は
9
名
で
、

運
転
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
11
名
で
す
。

2
ヶ
月
間
で
は
、
鳥
居
平
で
4
件
、

奥
師
で
4
件
の
実
績
で
す
。

②
買
い
物
の
場
合
、
予
約
の
日
程
が

組
み
に
く
い
こ
と
、
病
院
の
待
ち
時

間
が
読
み
に
く
く
、
迎
え
に
行
く
時

間
が
読
め
な
い
こ
と
、
運
転
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
割
り
振
り
が
難
し
い
と

伺
っ
て
い
ま
す
。
利
用
者
の
方
か
ら

落
ぐ
る
み
獣
害
対
策
事
業
」
に
は
10

集
落
が
取
り
組
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
ら
に
よ
り
、
シ
カ
・
イ
ノ
シ

シ
の
農
地
へ
の
接
近
を
妨
げ
て
は
い

る
が
、
被
害
が
目
に
見
え
て
減
っ
て

い
っ
て
は
い
な
い
。

何
と
し
て
も
、

近
江
鉄
道
の
存
続
を

問
　こ
の
質
問
は
私
に
と
っ
て

３
度
目
に
な
り
ま
す
。
今
ま
で
の

町
の
姿
勢
は
「
町
の
玄
関
口
と
し

て
重
要
な
公
共
交
通
機
関
で
あ
り
、

通
勤
･
通
学
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
状
況
で
あ
り
、
存
続
の
方
向
で

の
議
論
」
と
の
こ
と
で
す
が
、
近

江
鉄
道
の
場
合
、
路
線
の
距
離
が

約
60
㎞
、
沿
線
自
治
体
が
10
も
あ

り
、
自
治
体
に
よ
り
温
度
差
が
見

ら
れ
ま
す
。
今
後
、
自
治
体
を
ま

と
め
て
い
く
役
割
は
滋
賀
県
に
あ

る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
町
と
し
て
の
問
題
解
決
の
方
向

性
を
伺
い
ま
す
。

答

　町
と
し
て
存
続
が
前
提
で
あ

る
こ
と
は
、
変
わ
っ
て
い
な
い
。
近

江
鉄
道
は
滋
賀
県
全
体
の
課
題
で
あ

は
好
評
で
あ
り
ま
す
。

③
東
桜
谷
地
区
以
外
か
ら
も
「
取
り

組
み
の
検
討
を
始
め
て
み
た
い
が
」

と
い
う
よ
う
な
ご
相
談
を
い
た
だ
い

て
い
ま
す
。
自
分
達
の
地
域
で
も
移

動
支
援
に
取
り
組
み
た
い
と
の
ご
相

談
が
あ
り
ま
し
た
場
合
は
、
東
桜
谷

地
区
の
取
組
内
容
な
ど
や
県
内
外
の

情
報
提
供
を
行
い
、
住
民
の
皆
さ
ん

と
共
に
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
あ
っ
た

仕
組
み
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

り
、
県
知
事
も
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
を

持
っ
て
こ
れ
か
ら
の
法
定
協
議
会
で

議
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
を
明
言
さ

れ
た
。
県
全
体
の
問
題
と
し
て
存
続

さ
せ
る
う
え
で
、
市
町
の
議
員
は
も

ち
ろ
ん
、
県
会
議
員
、
国
会
議
員
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
重
要

で
あ
る
と
考
え
る
。

　
消
費
税
増
税
対
策
に
は
、
不
公

平
格
差
を
伴
う
課
題
の
あ
る
財
政

措
置
と
考
え
ま
す
。
高
所
得
者
へ

の
「
累
進
課
税
」
や
法
人
税
率
の

適
正
課
税
に
よ
る
税
収
を
社
会
保

障
に
充
当
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
地
域
の
支
え
合
い
活
動
の
移
動

支
援
が
町
全
体
に
広
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

　
消
費
税
増
税
対
策
に
は
、
不
公

平
格
差
を
伴
う
課
題
の
あ
る
財
政

措
置
と
考
え
ま
す
。
高
所
得
者
へ

の
「
累
進
課
税
」
や
法
人
税
率
の

適
正
課
税
に
よ
る
税
収
を
社
会
保

障
に
充
当
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

　
地
域
の
支
え
合
い
活
動
の
移
動

支
援
が
町
全
体
に
広
が
る
こ
と
を

期
待
し
て
い
ま
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

　
１
．
獣
害
対
策
は
、
人
間
と
野

生
動
物
の
棲
み
分
け
を
図
る
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

農
家
で
な
い
集
落
住
民
の
協
力
も

必
要
で
す
。

　
２
．
鉄
道
存
続
は
、
交
通
権
･

移
動
権
と
い
う
現
在
の
基
本
的
人

権
で
あ
り
ま
す
。
町
づ
く
り
の
観

点
で
の
町
民
間
の
議
論
に
。

　
１
．
獣
害
対
策
は
、
人
間
と
野

生
動
物
の
棲
み
分
け
を
図
る
こ
と

が
大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

農
家
で
な
い
集
落
住
民
の
協
力
も

必
要
で
す
。

　
２
．
鉄
道
存
続
は
、
交
通
権
･

移
動
権
と
い
う
現
在
の
基
本
的
人

権
で
あ
り
ま
す
。
町
づ
く
り
の
観

点
で
の
町
民
間
の
議
論
に
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

消費税増税対策の対応は
高齢者移動支援活動への支援を

集落ぐるみの獣害対策を
何としても、近江鉄道の存続を

池元 法子 議員 齋藤 光弘 議員

東桜谷地区の
移動支援事業日野駅再生プロジェクトにて

次
ペ
ー
ジ
は
▼

一
般
質
問

議会だより
日野町議会
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一 質般 問 一 質般 問

厳しい財政状況についてー暮らしやすい集落のあり方、つくり方についてー
（情報共有・公開、子どもと公共交通）

野矢 貴之 議員
※わかりやすいように、できるだけ簡単な表現に編集しています。

日野町を取り巻く財政状況は厳しくなっています
現状と将来的な状況についてうかがいます

現
在
の
財
政
状
況
は
ど
う
か
。

答

　町
税
の
一
定
の
伸
び
を
見
込
め

た
も
の
の
、
経
済
状
況
な
ど
に
不
安
定

要
素
が
あ
り
継
続
的
な
伸
び
は
見
込

み
に
く
い
。
歳
出
は
扶
助
費
・
公
債
費

な
ど
義
務
的
経
費
が
増
加
し
て
お
り
、

財
政
の
硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
。

将
来
負
担
比
率
は
ど
う
か
。

答

　平
成
三
十
年
度
決
算
に
お
け
る

将
来
負
担
比
率
は
66
・
８
％
と
な
り
、

昨
年
度
よ
り
1.1
％
上
昇
し
た
。

● 

将
来
負
担
比
率
＝
標
準
財
政
規
模

に
対
し
将
来
負
担
す
る
実
質
的
な

負
債
の
比
率
。
比
率
が
高
い
場
合
、

将
来
負
担
額
が
大
き
い
と
い
う
こ

と
を
意
味
す
る
。

こ
の
町
が
目
指
す

と
こ
ろ
を
知
り
た
い

　
市
民
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と

は
非
常
に
結
構
な
こ
と
だ
が
、
行

政
や
住
民
が
バ
ラ
バ
ラ
に
活
動
し

て
い
て
は
、
限
ら
れ
た
資
源
（
予

算
や
人
的
な
労
力
）
が
分
散
し
て

し
ま
っ
て
、
最
大
の
効
果
を
期
待

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
明
る
い

未
来
に
向
け
て
足
並
み
を
そ
ろ
え

て
い
く
た
め
の
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ

ン
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

問
　日
野
町
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
を
目
指
し
て
特
定
の
場
所
に

住
民
を
集
め
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
？
町
に
と
っ
て
中
山
間
部
の
集

落
は
ど
の
よ
う
な
存
在
か
？

答

　（総
務
政
策
主
監
）

　
結
果
的
に
そ
う
映
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指

し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

　
中
山
間
部
集
落
は
、
景
観
維
持
、
防

災
、
歴
史
文
化
に
お
い
て
も
、
大
い
に
寄

与
し
て
い
る
存
在
だ
。
な
に
よ
り
、
す
べ

て
の
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
非
常
に
大

切
で
、維
持
継
承
し
て
い
く
べ
き
も
の
だ
。

実
質
単
年
度
収
支
は
ど
う
か
。

答

　平
成
三
十
年
度
決
算
に
お
け
る

実
質
単
年
度
収
支
は
、
１
億
１
８
７
万

４
千
円
の
黒
字
で
あ
る
。

● 

実
質
単
年
度
収
支
＝
黒
字
・
赤
字

要
素
を
考
慮
し
、
単
年
度
の
実
質

的
な
収
支
額
を
示
し
た
も
の
。
表

面
上
は
黒
字
で
も
、
こ
の
指
標
で

赤
字
が
続
く
場
合
、
実
質
的
に
は

財
政
が
悪
化
し
て
い
る
と
言
え
る
。

地
域
の
課
題
を

共
有
・
公
開
し
た
い

　
地
域
で
は
役
仕
事
が
増
え
る
ば

か
り
だ
。
制
度
自
体
を
改
善
す
る

こ
と
で
地
域
へ
の
負
担
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

例
え
ば
『
通
学
路
の
危
険
箇
所
情

報
共
有
制
度
』
を
つ
く
れ
ば

・
引
き
継
ぎ
項
目
が
減
る

・ 

毎
年
同
じ
よ
う
な
要
望
の
重
複

が
な
く
な
る

・
危
険
箇
所
や
進
捗
が
一
目
瞭
然

な
ど

　
課
題
の
見
え
る
化
に
よ
っ
て
、

住
民
福
祉
の
向
上
を
図
り
た
い
。

問
　「要
望
」
と
い
う
情
報
管
理
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
？
複
数
か
ら
重

複
し
て
聞
く
こ
と
は
な
い
の
か
？

答

　（学
校
教
育
課
）

　
書
類
と
し
て
は
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
、
情
報
管
理
者
（
各
関
係
機
関

や
区
長
な
ど
）
に
は
情
報
共
有
が
で

き
て
い
る
。

　
計
画
上
、
未
達
成
の
部
分
を
再
度

要
望
い
た
だ
く
こ
と
は
あ
る
。

資
産
老
朽
化
比
率
は
ど
う
か
。

答

　平
成
二
九
年
度
決
算
に
お
け
る

資
産
老
朽
化
比
率
は
67
・
４
％
で
、
前

年
度
か
ら
1.5
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
っ
た
。

● 

資
産
老
朽
化
比
率
＝
固
定
資
産
の

う
ち
償
却
資
産
取
得
価
額
等
に
対

す
る
減
価
償
却
累
計
額
の
割
合
。

比
率
が
高
い
場
合
、
公
共
施
設
や

イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
資
産
の
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

財
政
計
画
は
あ
る
の
か
。

答

　財
政
の
見
通
し
を
立
て
た
も
の

を
作
成
し
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
部

内
資
料
で
あ
り
、
公
表
で
き
る
形
の

財
政
計
画
は
な
い
。

義
務
教
育
の
通
学
費
負
担

を
無
く
し
た
い

　
町
営
バ
ス
は
有
料
で
あ
る
が
、

２
点
特
例
が
あ
る
。

①
一
定
距
離
以
上
通
学
す
る
子
ど

も
へ
の
一
部
補
助

②
高
齢
者
（
70
歳
以
上
）
又
は
障

が
い
者
は
全
額
無
料

こ
の
２
点
の
特
例
は
双
方
素
晴
ら

し
い
制
度
だ
が
、
現
状
は
住
む
場

所
に
よ
っ
て
、
義
務
教
育
で
あ
っ

て
も
通
学
す
る
た
め
の
経
済
的
負

担
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

問
　義
務
教
育
の
義
務
と
は
、

教
育
を
受
け
る
環
境
を
整
え
る
義

務
の
は
ず
だ
。
現
在
の
日
野
町
は
、

子
ど
も
は
教
育
を
受
け
る
た
め
の

通
学
が
有
料
で
、
高
齢
者
は
生
き

が
い
の
た
め
の
交
通
費
が
無
料
で

あ
る
。
バ
ラ
ン
ス
と
し
て
い
か
が

な
も
の
か
？

答

　（総
務
政
策
主
監
）

　
過
去
か
ら
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
広

が
っ
て
き
た
制
度
で
あ
る
が
、
当
然

検
討
さ
れ
る
べ
き
問
題
だ
。

新
し
い
歳
入
確
保
は
ど
う
か
。

答

　空
き
家
・
空
き
地
情
報
登
録
制

度
等
に
よ
る
移
住
定
住
促
進
、
企
業

誘
致
に
向
け
て
町
内
工
業
団
地
の
民

間
所
有
の
未
活
用
地
に
つ
い
て
情
報

発
信
に
努
め
て
い
る
。

　
●
財
政
状
況
に
つ
い
て

将
来
負
担
の
増
加
と
と
も
に
実
質

赤
字
が
発
生
、
資
産
の
老
朽
化
も

加
速
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
厳
し

い
財
政
状
況
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
無
駄
の
な
い
効
率
的
な
行
政

運
営
を
強
く
求
め
ま
す
。

●
財
政
計
画
に
つ
い
て

町
民
に
公
表
で
き
る
財
政
計
画
が

存
在
し
て
い
な
い
こ
と
の
理
解
に

苦
し
み
ま
す
。
財
政
的
な
現
状
と

将
来
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
公
表
す
る
べ
き
で
す
。

●
歳
入
確
保
策
に
つ
い
て

厳
し
い
財
政
ゆ
え
、
新
た
な
歳
入

確
保
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
で

す
。「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
の

積
極
的
な
活
用
な
ど
、
取
り
組
む

べ
き
歳
入
確
保
策
は
あ
り
ま
す
。

　
●
財
政
状
況
に
つ
い
て

将
来
負
担
の
増
加
と
と
も
に
実
質

赤
字
が
発
生
、
資
産
の
老
朽
化
も

加
速
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
厳
し

い
財
政
状
況
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
無
駄
の
な
い
効
率
的
な
行
政

運
営
を
強
く
求
め
ま
す
。

●
財
政
計
画
に
つ
い
て

町
民
に
公
表
で
き
る
財
政
計
画
が

存
在
し
て
い
な
い
こ
と
の
理
解
に

苦
し
み
ま
す
。
財
政
的
な
現
状
と

将
来
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
公
表
す
る
べ
き
で
す
。

●
歳
入
確
保
策
に
つ
い
て

厳
し
い
財
政
ゆ
え
、
新
た
な
歳
入

確
保
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
で

す
。「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
の

積
極
的
な
活
用
な
ど
、
取
り
組
む

べ
き
歳
入
確
保
策
は
あ
り
ま
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

◆
地
域
に
つ
い
て

　
人
口
減
少
著
し
い
郊
外
集
落

は
、
今
ま
で
通
り
で
は
明
る
い
未

来
が
見
え
て
こ
な
い
。
今
ま
で
に

お
こ
な
っ
て
い
な
い
施
策
を
す
る

必
要
が
あ
る
。
行
政
は
船
頭
で
あ

る
の
で
、
過
去
や
経
緯
よ
り
も
、

未
来
の
計
画
を
語
っ
て
ほ
し
い
。

◆
情
報
共
有
・
公
開
に
つ
い
て

　
地
域
の
課
題
を
情
報
公
開
す
る

こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
と
て
も

多
い
。
今
回
提
案
の
『
通
学
路
の

危
険
箇
所
情
報
共
有
制
度
』
を
は

じ
め
、『
住
民
要
望
公
開
制
度
』

を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

◆
町
営
バ
ス
に
つ
い
て

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
福
祉
乗

車
証
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
子

ど
も
補
助
に
つ
い
て
は
ど
こ
に
も

情
報
が
な
い
。
取
り
残
さ
れ
た
制

度
な
の
で
は
な
い
か
。
未
来
志
向

で
見
直
し
て
い
き
た
い
。

◆
地
域
に
つ
い
て

　
人
口
減
少
著
し
い
郊
外
集
落

は
、
今
ま
で
通
り
で
は
明
る
い
未

来
が
見
え
て
こ
な
い
。
今
ま
で
に

お
こ
な
っ
て
い
な
い
施
策
を
す
る

必
要
が
あ
る
。
行
政
は
船
頭
で
あ

る
の
で
、
過
去
や
経
緯
よ
り
も
、

未
来
の
計
画
を
語
っ
て
ほ
し
い
。

◆
情
報
共
有
・
公
開
に
つ
い
て

　
地
域
の
課
題
を
情
報
公
開
す
る

こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
と
て
も

多
い
。
今
回
提
案
の
『
通
学
路
の

危
険
箇
所
情
報
共
有
制
度
』
を
は

じ
め
、『
住
民
要
望
公
開
制
度
』

を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

◆
町
営
バ
ス
に
つ
い
て

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
福
祉
乗

車
証
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
子

ど
も
補
助
に
つ
い
て
は
ど
こ
に
も

情
報
が
な
い
。
取
り
残
さ
れ
た
制

度
な
の
で
は
な
い
か
。
未
来
志
向

で
見
直
し
て
い
き
た
い
。

野
矢
貴
之
の
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
！

堀江 和博 議員

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
案
一
覧
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一 質般 問 一 質般 問

厳しい財政状況についてー暮らしやすい集落のあり方、つくり方についてー
（情報共有・公開、子どもと公共交通）

野矢 貴之 議員
※わかりやすいように、できるだけ簡単な表現に編集しています。

日野町を取り巻く財政状況は厳しくなっています
現状と将来的な状況についてうかがいます

現
在
の
財
政
状
況
は
ど
う
か
。

答

　町
税
の
一
定
の
伸
び
を
見
込
め

た
も
の
の
、
経
済
状
況
な
ど
に
不
安
定

要
素
が
あ
り
継
続
的
な
伸
び
は
見
込

み
に
く
い
。
歳
出
は
扶
助
費
・
公
債
費

な
ど
義
務
的
経
費
が
増
加
し
て
お
り
、

財
政
の
硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
。

将
来
負
担
比
率
は
ど
う
か
。

答

　平
成
三
十
年
度
決
算
に
お
け
る

将
来
負
担
比
率
は
66
・
８
％
と
な
り
、

昨
年
度
よ
り
1.1
％
上
昇
し
た
。

● 

将
来
負
担
比
率
＝
標
準
財
政
規
模

に
対
し
将
来
負
担
す
る
実
質
的
な

負
債
の
比
率
。
比
率
が
高
い
場
合
、

将
来
負
担
額
が
大
き
い
と
い
う
こ

と
を
意
味
す
る
。

こ
の
町
が
目
指
す

と
こ
ろ
を
知
り
た
い

　
市
民
活
動
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と

は
非
常
に
結
構
な
こ
と
だ
が
、
行

政
や
住
民
が
バ
ラ
バ
ラ
に
活
動
し

て
い
て
は
、
限
ら
れ
た
資
源
（
予

算
や
人
的
な
労
力
）
が
分
散
し
て

し
ま
っ
て
、
最
大
の
効
果
を
期
待

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
明
る
い

未
来
に
向
け
て
足
並
み
を
そ
ろ
え

て
い
く
た
め
の
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ

ン
は
示
さ
れ
て
い
な
い
。

問
　日
野
町
は
コ
ン
パ
ク
ト
シ

テ
ィ
を
目
指
し
て
特
定
の
場
所
に

住
民
を
集
め
よ
う
と
し
て
い
る
の

か
？
町
に
と
っ
て
中
山
間
部
の
集

落
は
ど
の
よ
う
な
存
在
か
？

答

　（総
務
政
策
主
監
）

　
結
果
的
に
そ
う
映
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
を
目
指

し
て
い
る
の
で
は
な
い
。

　
中
山
間
部
集
落
は
、
景
観
維
持
、
防

災
、
歴
史
文
化
に
お
い
て
も
、
大
い
に
寄

与
し
て
い
る
存
在
だ
。
な
に
よ
り
、
す
べ

て
の
集
落
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
非
常
に
大

切
で
、維
持
継
承
し
て
い
く
べ
き
も
の
だ
。

実
質
単
年
度
収
支
は
ど
う
か
。

答

　平
成
三
十
年
度
決
算
に
お
け
る

実
質
単
年
度
収
支
は
、
１
億
１
８
７
万

４
千
円
の
黒
字
で
あ
る
。

● 

実
質
単
年
度
収
支
＝
黒
字
・
赤
字

要
素
を
考
慮
し
、
単
年
度
の
実
質

的
な
収
支
額
を
示
し
た
も
の
。
表

面
上
は
黒
字
で
も
、
こ
の
指
標
で

赤
字
が
続
く
場
合
、
実
質
的
に
は

財
政
が
悪
化
し
て
い
る
と
言
え
る
。

地
域
の
課
題
を

共
有
・
公
開
し
た
い

　
地
域
で
は
役
仕
事
が
増
え
る
ば

か
り
だ
。
制
度
自
体
を
改
善
す
る

こ
と
で
地
域
へ
の
負
担
を
減
ら
す

こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

例
え
ば
『
通
学
路
の
危
険
箇
所
情

報
共
有
制
度
』
を
つ
く
れ
ば

・
引
き
継
ぎ
項
目
が
減
る

・ 

毎
年
同
じ
よ
う
な
要
望
の
重
複

が
な
く
な
る

・
危
険
箇
所
や
進
捗
が
一
目
瞭
然

な
ど

　
課
題
の
見
え
る
化
に
よ
っ
て
、

住
民
福
祉
の
向
上
を
図
り
た
い
。

問
　「要
望
」
と
い
う
情
報
管
理
は

ど
う
し
て
い
る
の
か
？
複
数
か
ら
重

複
し
て
聞
く
こ
と
は
な
い
の
か
？

答

　（学
校
教
育
課
）

　
書
類
と
し
て
は
つ
な
が
っ
て
い
く

の
で
、
情
報
管
理
者
（
各
関
係
機
関

や
区
長
な
ど
）
に
は
情
報
共
有
が
で

き
て
い
る
。

　
計
画
上
、
未
達
成
の
部
分
を
再
度

要
望
い
た
だ
く
こ
と
は
あ
る
。

資
産
老
朽
化
比
率
は
ど
う
か
。

答

　平
成
二
九
年
度
決
算
に
お
け
る

資
産
老
朽
化
比
率
は
67
・
４
％
で
、
前

年
度
か
ら
1.5
ポ
イ
ン
ト
増
と
な
っ
た
。

● 

資
産
老
朽
化
比
率
＝
固
定
資
産
の

う
ち
償
却
資
産
取
得
価
額
等
に
対

す
る
減
価
償
却
累
計
額
の
割
合
。

比
率
が
高
い
場
合
、
公
共
施
設
や

イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
資
産
の
老
朽
化

が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

財
政
計
画
は
あ
る
の
か
。

答

　財
政
の
見
通
し
を
立
て
た
も
の

を
作
成
し
て
い
る
が
、
あ
く
ま
で
部

内
資
料
で
あ
り
、
公
表
で
き
る
形
の

財
政
計
画
は
な
い
。

義
務
教
育
の
通
学
費
負
担

を
無
く
し
た
い

　
町
営
バ
ス
は
有
料
で
あ
る
が
、

２
点
特
例
が
あ
る
。

①
一
定
距
離
以
上
通
学
す
る
子
ど

も
へ
の
一
部
補
助

②
高
齢
者
（
70
歳
以
上
）
又
は
障

が
い
者
は
全
額
無
料

こ
の
２
点
の
特
例
は
双
方
素
晴
ら

し
い
制
度
だ
が
、
現
状
は
住
む
場

所
に
よ
っ
て
、
義
務
教
育
で
あ
っ

て
も
通
学
す
る
た
め
の
経
済
的
負

担
が
必
要
に
な
っ
て
い
る
。

問
　義
務
教
育
の
義
務
と
は
、

教
育
を
受
け
る
環
境
を
整
え
る
義

務
の
は
ず
だ
。
現
在
の
日
野
町
は
、

子
ど
も
は
教
育
を
受
け
る
た
め
の

通
学
が
有
料
で
、
高
齢
者
は
生
き

が
い
の
た
め
の
交
通
費
が
無
料
で

あ
る
。
バ
ラ
ン
ス
と
し
て
い
か
が

な
も
の
か
？

答

　（総
務
政
策
主
監
）

　
過
去
か
ら
の
経
緯
を
踏
ま
え
て
広

が
っ
て
き
た
制
度
で
あ
る
が
、
当
然

検
討
さ
れ
る
べ
き
問
題
だ
。

新
し
い
歳
入
確
保
は
ど
う
か
。

答

　空
き
家
・
空
き
地
情
報
登
録
制

度
等
に
よ
る
移
住
定
住
促
進
、
企
業

誘
致
に
向
け
て
町
内
工
業
団
地
の
民

間
所
有
の
未
活
用
地
に
つ
い
て
情
報

発
信
に
努
め
て
い
る
。

　
●
財
政
状
況
に
つ
い
て

将
来
負
担
の
増
加
と
と
も
に
実
質

赤
字
が
発
生
、
資
産
の
老
朽
化
も

加
速
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
厳
し

い
財
政
状
況
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
無
駄
の
な
い
効
率
的
な
行
政

運
営
を
強
く
求
め
ま
す
。

●
財
政
計
画
に
つ
い
て

町
民
に
公
表
で
き
る
財
政
計
画
が

存
在
し
て
い
な
い
こ
と
の
理
解
に

苦
し
み
ま
す
。
財
政
的
な
現
状
と

将
来
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
公
表
す
る
べ
き
で
す
。

●
歳
入
確
保
策
に
つ
い
て

厳
し
い
財
政
ゆ
え
、
新
た
な
歳
入

確
保
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
で

す
。「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
の

積
極
的
な
活
用
な
ど
、
取
り
組
む

べ
き
歳
入
確
保
策
は
あ
り
ま
す
。

　
●
財
政
状
況
に
つ
い
て

将
来
負
担
の
増
加
と
と
も
に
実
質

赤
字
が
発
生
、
資
産
の
老
朽
化
も

加
速
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
厳
し

い
財
政
状
況
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
無
駄
の
な
い
効
率
的
な
行
政

運
営
を
強
く
求
め
ま
す
。

●
財
政
計
画
に
つ
い
て

町
民
に
公
表
で
き
る
財
政
計
画
が

存
在
し
て
い
な
い
こ
と
の
理
解
に

苦
し
み
ま
す
。
財
政
的
な
現
状
と

将
来
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
公
表
す
る
べ
き
で
す
。

●
歳
入
確
保
策
に
つ
い
て

厳
し
い
財
政
ゆ
え
、
新
た
な
歳
入

確
保
を
積
極
的
に
行
う
べ
き
で

す
。「
ふ
る
さ
と
納
税
制
度
」
の

積
極
的
な
活
用
な
ど
、
取
り
組
む

べ
き
歳
入
確
保
策
は
あ
り
ま
す
。

議
員
の
コ
メ
ン
ト

◆
地
域
に
つ
い
て

　
人
口
減
少
著
し
い
郊
外
集
落

は
、
今
ま
で
通
り
で
は
明
る
い
未

来
が
見
え
て
こ
な
い
。
今
ま
で
に

お
こ
な
っ
て
い
な
い
施
策
を
す
る

必
要
が
あ
る
。
行
政
は
船
頭
で
あ

る
の
で
、
過
去
や
経
緯
よ
り
も
、

未
来
の
計
画
を
語
っ
て
ほ
し
い
。

◆
情
報
共
有
・
公
開
に
つ
い
て

　
地
域
の
課
題
を
情
報
公
開
す
る

こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
と
て
も

多
い
。
今
回
提
案
の
『
通
学
路
の

危
険
箇
所
情
報
共
有
制
度
』
を
は

じ
め
、『
住
民
要
望
公
開
制
度
』

を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

◆
町
営
バ
ス
に
つ
い
て

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
福
祉
乗

車
証
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
子

ど
も
補
助
に
つ
い
て
は
ど
こ
に
も

情
報
が
な
い
。
取
り
残
さ
れ
た
制

度
な
の
で
は
な
い
か
。
未
来
志
向

で
見
直
し
て
い
き
た
い
。

◆
地
域
に
つ
い
て

　
人
口
減
少
著
し
い
郊
外
集
落

は
、
今
ま
で
通
り
で
は
明
る
い
未

来
が
見
え
て
こ
な
い
。
今
ま
で
に

お
こ
な
っ
て
い
な
い
施
策
を
す
る

必
要
が
あ
る
。
行
政
は
船
頭
で
あ

る
の
で
、
過
去
や
経
緯
よ
り
も
、

未
来
の
計
画
を
語
っ
て
ほ
し
い
。

◆
情
報
共
有
・
公
開
に
つ
い
て

　
地
域
の
課
題
を
情
報
公
開
す
る

こ
と
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
と
て
も

多
い
。
今
回
提
案
の
『
通
学
路
の

危
険
箇
所
情
報
共
有
制
度
』
を
は

じ
め
、『
住
民
要
望
公
開
制
度
』

を
実
現
し
て
い
き
た
い
。

◆
町
営
バ
ス
に
つ
い
て

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
福
祉
乗

車
証
は
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、
子

ど
も
補
助
に
つ
い
て
は
ど
こ
に
も

情
報
が
な
い
。
取
り
残
さ
れ
た
制

度
な
の
で
は
な
い
か
。
未
来
志
向

で
見
直
し
て
い
き
た
い
。

野
矢
貴
之
の
コ
コ
が
ポ
イ
ン
ト
！

堀江 和博 議員

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
案
一
覧

議会だより
日野町議会
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町 長 提 出 議 案 結　果 野
矢
山
本
髙
橋

堀
江
後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元
杉
浦

補正予算
一般会計（第３号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
国民健康保険特別会計（第１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
公共下水道事業特別会計（第１号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
介護保険特別会計（第２号） 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

決算の認定
平成30年度日野町一般会計歳入歳出決算

＊決算特別委員会で閉会中に継続審査
平成30年度一般会計他８会計の決算審査を行うため、
13 名の委員で構成する決算特別委員会が設置され、
閉会中の継続審査となりました。

▽委員長…山田人志　▽副委員長…
▽委　員…�野矢、山本、高橋、堀江、後藤、奥平、谷、

中西、齋藤、西澤、池元

平成30年度日野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算
平成30年度日野町簡易水道特別会計歳入歳出決算
平成30年度日野町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算
平成30年度日野町農業集落排水事業特別会計歳入歳出決算
平成30年度日野町介護保険特別会計歳入歳出決算
平成30年度日野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算
平成30年度日野町西山財産区会計歳入歳出決算
平成30年度日野町水道事業会計決算

議 員 提 出 議 案 結　果 野
矢
山
本
髙
橋

堀
江
後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元
杉
浦

決算特別委員会の設置 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
決算特別委員会の委員の選任� 原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

消費税引き上げに伴う幼児教育・保育の無償
化等に関する事業や行政懇談会での要望等に
おける道路等の生活基盤の維持補修や各種補
助金、小中学校の学習環境を充実させるため
の整備事業について予算措置を講じました。

●旧日野消防署跡地の舗装 1,000万円
● 認可外保育施設等の保護者負担金に係る無

償化分への対応　222万円
● 日野東部地区広域農道の舗装修繕等　500

万円
● 道路維持補修（小御門十禅師線必佐小学校

の水路防護柵設置等）1,000万円
● 小学校26台・中学校２台の教育用プロジェ

クター整備等　2,360万円
● わたむきホール虹の防火戸修繕３箇所・照

明LED化　1,153万円

一般会計補正予算の概要

主な事業

加
藤

加
藤

加藤和幸

会  計 名 補 正 額（ 円 ） 補正後の予算総額（円）

一 般 会 計 94,618,000 9,249,125,000

特
別
会
計

国民健康保険 18,307,000 2,122,307,000

公共下水道事業 50,000,000 930,937,000

介護保険 69,172,000 2,178,606,000

旧日野消防署跡地の駐車場

補正予算

18議会だより
日野町議会



提出された議案と結果
町 長 提 出 議 案 結　果 野

矢
山
本
髙
橋

堀
江
後
藤
奥
平
山
田谷中

西
齋
藤
西
澤
池
元
杉
浦

人　　　　　　　事
人権擁護委員（候補者の推薦）
北川重一氏（佐久良）

適任と
認める 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町監査委員（選任）
東　源一郎氏（三十坪） 原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町公平委員会委員（選任）
西川博明氏（大窪） 原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町教育委員（任命）
吉澤正義氏（鎌掛） 原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町西山財産区管理会財産区管理委員（選任）
望月常司氏（内池）、徳田正之氏（内池）、井澤善雄氏（猫
田）、

原案同意 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

一部事務組合の協議
滋賀県市町村交通災害共済組合規約の変更 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
滋賀県市町村交通災害共済組合の解散 原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／
滋賀県市町村交通災害共済組合の解散に伴う財産処分
滋賀県市町村交通災害共済組合が令和２年３月 31日
をもって解散されることについて、および解散に伴う
規約の変更、財産処分等について関係地方公共団体に
協議されたもの。

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

条例の制定・一部改正
成年被後見人等の権利の制限に係る措置の適正化等を図
るための関係法律の整備に関する法律の制定に伴う関係
条例の整理に関する条例（制定）
関係法律の制定公布に伴い、関係条例の成年被後見人・
被保佐人に係る欠格条項および権利制限の見直し等所
要の整理を行うもの。

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町附属機関設置条例（一部改正）
日野町の附属機関として「日野町学校・子どもいじめ
問題対策委員会」および「日野町いじめ問題調査委員
会」を設置。

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町印鑑条例（一部改正）　
女性活躍推進の観点から、印鑑登録に旧氏が用いられ
るように「印鑑登録証明事務処理要領」の一部改正が
行われたことを踏まえて改正。

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町税条例（一部改正）　
関係法令の制定公布により、個人町民税の単身児童扶
養者に対する非課税措置に係る規定の追加および軽自
動車税の環境性能割の税率の臨時的軽減、種別割の特
例措置の延長など規定を整備。

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町特定教育・保育施設および特定地域型保育事業
の運営に関する基準を定める条例（一部改正）　
関係省令の制定公布に伴い、食事の提供に要する費用
の取扱い等、特定教育・保育施設および特定地域型保
育事業の運営に関する基準の改正。

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

日野町上水道給水条例および日野町簡易水道給水条例
（一部改正）　　
関係政令の制定公布に伴い、給水装置の構造および材
質の基準の定義に係る引用条文の位置が変更されるこ
とに伴い、引用箇所を改めるもの。

原案可決 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ／

＊
議
長
は
議
事
進
行
を
行
う
た
め
賛
否
表
明
は
し
ま
せ
ん
。
賛
否
同
数
の
み
「
議
長
採
決
」
と
し
て
表
明
し
ま
す
。

加
藤

藤﨑淸三氏（別所）

次
ペ
ー
ジ
は
▼

委
員
会
の
報
告
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委 員 会 の 報 告
◎常任委員会
◆総 務 常 任 委 員 会… 財政、消防、教育、文化などの事務に

関する調査。議案、請願などを審議。
◆産業建設常任委員会… 産業、経済、観光および建設に属する事

務に関する調査。議案、請願などを審議。
◆厚 生 常 任 委 員 会… 社会、厚生、労働および水道に属する

事務に関する調査。議案、請願などを
審議。

　
　総
合
計
画
特
別
委
員
会

委
員
長

　山
田

　人
志

　
次
期
の
総
合
計
画
に
つ
い

て
、
計
画
の
構
成
と
策
定
の
体

制
に
対
す
る
議
会
か
ら
の
提
言

内
容
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
計
画
の
構
成
に
関
し
て
「
現

状
把
握
・
分
析
に
重
き
を
置
く

こ
と
」
を
提
言
し
、
策
定
の
体

制
に
つ
い
て
は
、
次
期
の
総
合

計
画
懇
話
会
メ
ン
バ
ー
で
「
学

識
経
験
者
は
議
会
代
表
と
は
別

に
複
数
名
を
委
嘱
す
る
こ
と
」

お
よ
び
「
団
体
代
表
は
団
体
の

長
に
限
ら
ず
適
任
者
を
推
薦
し

て
も
ら
う
こ
と
」
を
提
言
す
る

こ
と
で
委
員
全
員
の
意
見
が
一

致
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
議
会
代
表
を
ど
う
す

る
か
に
つ
い
て
は
、
10
月
中
旬

ま
で
に
議
員
全
員
で
協
議
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　地
方
創
生
特
別
委
員
会

委
員
長

　池
元

　法
子

　
日
野
町
9
月
議
会
の
地
方
創

生
特
別
委
員
会
は
、（1）
日
野
町

に
お
け
る
幹
線
道
路
（2）
西
大

路
地
区
定
住
宅
地
整
備
事
業

（3）
日
野
町
に
お
け
る
企
業
誘
致

（4）
日
野
町
に
国
の
地
方
創
生
交

付
金
を
受
け
た
施
設
等
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
課
題
に
つ

い
て
、そ
れ
ぞ
れ
担
当
課
よ
り

説
明
を
受
け
た
あ
と
、質
問
や

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、前
委
員
会
同
様
に
、

人
口
減
少
、
若
者
が
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
町
づ
く
り
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
次

の
委
員
会
か
ら
は
、
今
年
の
10

月
中
頃
に
検
証
結
果
が
出
る
総

合
戦
略
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

積
み
上
げ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
取
り

入
れ
て
次
の
総
合
戦
略
に
活
か

す
た
め
に
意
見
を
出
し
合
う
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
　議
会
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長

　堀
江

　和
博

　
当
委
員
会
は
、
議
会
・
議
員

の
あ
り
方
や
活
動
な
ど
を
今
一

度
見
つ
め
直
し
、「
住
民
の
皆

さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
、
議
会
の
改

革
・
活
性
化
を
お
こ
な
う
委
員

会
で
す
。

　
９
月
11
日
に
行
わ
れ
た
委
員

会
で
は
、
平
成
30
年
度
決
算
特

別
委
員
会
の
全
員
参
加
や
議
会

情
報
公
開
事
項
の
拡
大
、
議
会

報
告
会
を
刷
新
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
ほ
か
、
本
会
議
議
事
録

の
公
開
時
間
を
早
め
る
こ
と
、

災
害
時
の
議
員
行
動
規
定
を
定

め
る
こ
と
、
議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト

導
入
検
討
、
住
民
意
見
を
吸
い

上
げ
る
仕
組
み
づ
く
り
、
通
年

議
会
の
導
入
検
討
な
ど
に
つ
い

て
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ

る
議
会
を
目
指
し
、
議
員
一

同
、
改
革
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　
　総
務
常
任
委
員
会

委
員
長

　中
西

　佳
子

　
本
委
員
会
へ
の
付
託
案
件
は

７
件
で
あ
り
ま
し
た
。
日
野
町

附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
、
多
く
の
質
疑
が

あ
り
、
学
校
で
は
、
現
在
、
い

じ
め
と
い
う
声
が
あ
れ
ば
教
職

員
で
チ
ー
ム
会
議
の
体
制
が
と

ら
れ
て
い
る
。
今
回
、
学
校
の

対
応
が
客
観
的
で
あ
る
か
、
第

三
者
が
判
断
、
調
査
機
関
と
し

て
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ほ
か
６

議
案
に
つ
い
て
も
審
査
を
行

い
、
す
べ
て
全
員
賛
成
で
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

　
　産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長

　山
田

　人
志

　
今
回
の
当
委
員
会
へ
の
付
託

案
件
は
、
町
道
横
町
線
で
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
る
雨
水
排
水

整
備
の
補
正
予
算
で
し
た
。

　
国
の
補
助
金
増
額
に
伴
う

５
千
万
円
の
増
額
補
正
で
す

が
、
あ
ら
た
め
て
雨
水
幹
線
整

備
の
全
体
像
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
現
時
点
で
は
、
総
事
業
費

が
20
億
円
程
度
で
完
了
ま
で
の

期
間
は
15
年
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

　
付
託
案
件
が
１
件
だ
け
で
し

た
の
で
、
日
野
駅
舎
「
な
な
い

ろ
」、
観
光
交
流
拠
点
「
み
か

く
」、
農
産
物
加
工
施
設
に
関

す
る
調
査
研
究
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
の
運
営
状
況
や
課

題
な
ど
を
確
認
し
た
う
え
で
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
　厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長

　齋
藤

　光
弘

　
幼
児
教
育
無
償
化
に
伴
う
幼

稚
園
・
保
育
園
の
給
食
材
料
費

の
取
扱
い
に
関
す
る
条
例
改
正

に
つ
い
て
は
、
総
務
常
任
委
員

会
と
も
関
連
す
る
こ
と
か
ら
連

合
審
査
会
で
審
査
を
行
い
、
他

「
国
民
健
康
保
険
」「
介
護
保
険
」

の
特
別
会
計
補
正
予
算
等
の
３

件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
共

に
前
年
度
交
付
さ
れ
た
給
付
費

交
付
金
を
貰
い
す
ぎ
た
こ
と
に

よ
る
精
算
に
伴
う
償
還
金
を
増

額
補
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
４
件
の
付
託
案
件
に
対
し

て
、
全
員
賛
成
で
原
案
ど
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。　

　予
算
特
別
委
員
会

委
員
長

　中
西

　佳
子

　
今
回
提
案
さ
れ
た
一
般
会
計

補
正
予
算
は
、
行
政
懇
談
会
要

望
等
に
お
け
る
道
路
等
の
維
持

補
修
、
公
共
施
設
の
維
持
管
理

経
費
、
小
・
中
学
校
の
学
習
環

境
の
整
備
事
業
等
で
あ
り
ま

し
た
。「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば 

ぽ

け
っ
と
」
の
利
用
者
等
の
利
便

性
の
た
め
旧
消
防
署
跡
地
の
舗

装
に
つ
い
て
、
多
く
の
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。
交
通
安
全
確
保

や
道
路
維
持
補
修
事
業
の
要
望

に
対
し
て
の
実
施
状
況
等
、又
、

学
校
職
員
の
パ
ソ
コ
ン
の
更
新

計
画
等
の
審
査
を
行
い
、
全
員

賛
成
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

9
18

9
18

9
17

9
17

9
19

9
19

9
11

◎特別委員会
◆予 算 特 別 委 員 会…主に一般会計予算を審査。予算編成方針等について調査などを行う。
◆総合計画特別委員会…第６次日野町総合計画の策定にあたり、提案、審議、調査などを行う。
◆地方創生特別委員会… 主に町の活性化や町民が豊かに暮らせるよう、提案や意見交換、調査な

どを行う。
◆議会改革特別委員会… 主に、町民の声を活かし、開かれた議会にしていくための提案や意見交

換を通じて、より町民の身近な存在としての議会活動の研究を行う。
◎他に議会運営委員会、議会広報特別委員会を設置。９月の決算審査時には決算特別委員会を設置。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

ま
ち
の
話
題
／
議
会
を
身
近
に

20議会だより
日野町議会



委 員 会 の 報 告
◎常任委員会
◆総 務 常 任 委 員 会… 財政、消防、教育、文化などの事務に

関する調査。議案、請願などを審議。
◆産業建設常任委員会… 産業、経済、観光および建設に属する事

務に関する調査。議案、請願などを審議。
◆厚 生 常 任 委 員 会… 社会、厚生、労働および水道に属する

事務に関する調査。議案、請願などを
審議。

　
　総
合
計
画
特
別
委
員
会

委
員
長

　山
田

　人
志

　
次
期
の
総
合
計
画
に
つ
い

て
、
計
画
の
構
成
と
策
定
の
体

制
に
対
す
る
議
会
か
ら
の
提
言

内
容
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　
計
画
の
構
成
に
関
し
て
「
現

状
把
握
・
分
析
に
重
き
を
置
く

こ
と
」
を
提
言
し
、
策
定
の
体

制
に
つ
い
て
は
、
次
期
の
総
合

計
画
懇
話
会
メ
ン
バ
ー
で
「
学

識
経
験
者
は
議
会
代
表
と
は
別

に
複
数
名
を
委
嘱
す
る
こ
と
」

お
よ
び
「
団
体
代
表
は
団
体
の

長
に
限
ら
ず
適
任
者
を
推
薦
し

て
も
ら
う
こ
と
」
を
提
言
す
る

こ
と
で
委
員
全
員
の
意
見
が
一

致
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
議
会
代
表
を
ど
う
す

る
か
に
つ
い
て
は
、
10
月
中
旬

ま
で
に
議
員
全
員
で
協
議
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
　地
方
創
生
特
別
委
員
会

委
員
長

　池
元

　法
子

　
日
野
町
9
月
議
会
の
地
方
創

生
特
別
委
員
会
は
、（1）
日
野
町

に
お
け
る
幹
線
道
路
（2）
西
大

路
地
区
定
住
宅
地
整
備
事
業

（3）
日
野
町
に
お
け
る
企
業
誘
致

（4）
日
野
町
に
国
の
地
方
創
生
交

付
金
を
受
け
た
施
設
等
の
現
状

と
今
後
の
取
り
組
み
課
題
に
つ

い
て
、そ
れ
ぞ
れ
担
当
課
よ
り

説
明
を
受
け
た
あ
と
、質
問
や

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、前
委
員
会
同
様
に
、

人
口
減
少
、
若
者
が
安
心
し
て

住
み
続
け
ら
れ
る
町
づ
く
り
に

つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、
次

の
委
員
会
か
ら
は
、
今
年
の
10

月
中
頃
に
検
証
結
果
が
出
る
総

合
戦
略
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で

積
み
上
げ
て
き
た
こ
と
を
踏
ま

え
、
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を
取
り

入
れ
て
次
の
総
合
戦
略
に
活
か

す
た
め
に
意
見
を
出
し
合
う
こ

と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　
　議
会
改
革
特
別
委
員
会

委
員
長

　堀
江

　和
博

　
当
委
員
会
は
、
議
会
・
議
員

の
あ
り
方
や
活
動
な
ど
を
今
一

度
見
つ
め
直
し
、「
住
民
の
皆

さ
ん
に
信
頼
さ
れ
る
議
会
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
、
議
会
の
改

革
・
活
性
化
を
お
こ
な
う
委
員

会
で
す
。

　
９
月
11
日
に
行
わ
れ
た
委
員

会
で
は
、
平
成
30
年
度
決
算
特

別
委
員
会
の
全
員
参
加
や
議
会

情
報
公
開
事
項
の
拡
大
、
議
会

報
告
会
を
刷
新
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
ほ
か
、
本
会
議
議
事
録

の
公
開
時
間
を
早
め
る
こ
と
、

災
害
時
の
議
員
行
動
規
定
を
定

め
る
こ
と
、
議
会
タ
ブ
レ
ッ
ト

導
入
検
討
、
住
民
意
見
を
吸
い

上
げ
る
仕
組
み
づ
く
り
、
通
年

議
会
の
導
入
検
討
な
ど
に
つ
い

て
議
論
を
交
わ
し
ま
し
た
。
引

き
続
き
、
皆
さ
ん
に
信
頼
さ
れ

る
議
会
を
目
指
し
、
議
員
一

同
、
改
革
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　
　総
務
常
任
委
員
会

委
員
長

　中
西

　佳
子

　
本
委
員
会
へ
の
付
託
案
件
は

７
件
で
あ
り
ま
し
た
。
日
野
町

附
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て
、
多
く
の
質
疑
が

あ
り
、
学
校
で
は
、
現
在
、
い

じ
め
と
い
う
声
が
あ
れ
ば
教
職

員
で
チ
ー
ム
会
議
の
体
制
が
と

ら
れ
て
い
る
。
今
回
、
学
校
の

対
応
が
客
観
的
で
あ
る
か
、
第

三
者
が
判
断
、
調
査
機
関
と
し

て
設
置
す
る
も
の
で
あ
る
と
の

答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。
ほ
か
６

議
案
に
つ
い
て
も
審
査
を
行

い
、
す
べ
て
全
員
賛
成
で
原
案

ど
お
り
可
決
す
べ
き
も
の
と
決

し
ま
し
た
。

　
　産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長

　山
田

　人
志

　
今
回
の
当
委
員
会
へ
の
付
託

案
件
は
、
町
道
横
町
線
で
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
る
雨
水
排
水

整
備
の
補
正
予
算
で
し
た
。

　
国
の
補
助
金
増
額
に
伴
う

５
千
万
円
の
増
額
補
正
で
す

が
、
あ
ら
た
め
て
雨
水
幹
線
整

備
の
全
体
像
を
確
認
し
た
と
こ

ろ
、
現
時
点
で
は
、
総
事
業
費

が
20
億
円
程
度
で
完
了
ま
で
の

期
間
は
15
年
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

　
付
託
案
件
が
１
件
だ
け
で
し

た
の
で
、
日
野
駅
舎
「
な
な
い

ろ
」、
観
光
交
流
拠
点
「
み
か

く
」、
農
産
物
加
工
施
設
に
関

す
る
調
査
研
究
を
行
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
施
設
の
運
営
状
況
や
課

題
な
ど
を
確
認
し
た
う
え
で
意

見
交
換
を
し
ま
し
た
。

　
　厚
生
常
任
委
員
会

委
員
長

　齋
藤

　光
弘

　
幼
児
教
育
無
償
化
に
伴
う
幼

稚
園
・
保
育
園
の
給
食
材
料
費

の
取
扱
い
に
関
す
る
条
例
改
正

に
つ
い
て
は
、
総
務
常
任
委
員

会
と
も
関
連
す
る
こ
と
か
ら
連

合
審
査
会
で
審
査
を
行
い
、
他

「
国
民
健
康
保
険
」「
介
護
保
険
」

の
特
別
会
計
補
正
予
算
等
の
３

件
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。
共

に
前
年
度
交
付
さ
れ
た
給
付
費

交
付
金
を
貰
い
す
ぎ
た
こ
と
に

よ
る
精
算
に
伴
う
償
還
金
を
増

額
補
正
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
４
件
の
付
託
案
件
に
対
し

て
、
全
員
賛
成
で
原
案
ど
お
り

可
決
す
べ
き
も
の
と
決
し
ま
し

た
。　

　予
算
特
別
委
員
会

委
員
長

　中
西

　佳
子

　
今
回
提
案
さ
れ
た
一
般
会
計

補
正
予
算
は
、
行
政
懇
談
会
要

望
等
に
お
け
る
道
路
等
の
維
持

補
修
、
公
共
施
設
の
維
持
管
理

経
費
、
小
・
中
学
校
の
学
習
環

境
の
整
備
事
業
等
で
あ
り
ま

し
た
。「
つ
ど
い
の
ひ
ろ
ば 

ぽ

け
っ
と
」
の
利
用
者
等
の
利
便

性
の
た
め
旧
消
防
署
跡
地
の
舗

装
に
つ
い
て
、
多
く
の
質
疑
が

あ
り
ま
し
た
。
交
通
安
全
確
保

や
道
路
維
持
補
修
事
業
の
要
望

に
対
し
て
の
実
施
状
況
等
、又
、

学
校
職
員
の
パ
ソ
コ
ン
の
更
新

計
画
等
の
審
査
を
行
い
、
全
員

賛
成
で
原
案
ど
お
り
可
決
す
べ

き
も
の
と
決
し
ま
し
た
。

9
18

9
18

9
17

9
17

9
19

9
19

9
11

◎特別委員会
◆予 算 特 別 委 員 会…主に一般会計予算を審査。予算編成方針等について調査などを行う。
◆総合計画特別委員会…第６次日野町総合計画の策定にあたり、提案、審議、調査などを行う。
◆地方創生特別委員会… 主に町の活性化や町民が豊かに暮らせるよう、提案や意見交換、調査な

どを行う。
◆議会改革特別委員会… 主に、町民の声を活かし、開かれた議会にしていくための提案や意見交

換を通じて、より町民の身近な存在としての議会活動の研究を行う。
◎他に議会運営委員会、議会広報特別委員会を設置。９月の決算審査時には決算特別委員会を設置。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

ま
ち
の
話
題
／
議
会
を
身
近
に
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議会を身近に♯６　議会改革の取り組み

“議会改革”ってなに？
　議会改革（ぎかいかいかく）とは、住民の皆さんの声を行政に生かせるように「議会の構造
や考えを変えていく取り組み」をいいます。４月に当選した議員が一丸となり、「議会改革特別
委員会（委員長：堀江和博）」を新しく設置し取り組んでいます。

改革の種類は３つ！
 １．情報公開（議会の透明性を確保する）

（実施済み）
本会議議事録公開、インターネット配信、
議会広報誌の発行、議員賛否結果の公開など

（実施予定・検討）
視察報告の公開、議長交際費の公開、
議員派遣の公開など

２．住民参加（住民参加を進める）
（実施済み）
議会報告会の実施、各団体との懇談会、
小学生との懇談会など

（実施予定・検討）
議会報告会回数・会場数の増加、
報告会の内容改善など

３．機能強化（議会の能力を引き出す）
（実施済み）
議会基本条例の制定、一問一答権の導入、
決算特別委員会の全員参加など

（実施予定・検討）
災害時行動規定の策定、議会タブレット化、
通年議会の導入など

秋 まちの話題
町
内
の
学
校
な
ど
で
運
動
会
開
催 

　
９
月
13
日
の

日
野
中
学
校
体

育
祭
を
皮
切
り

に
、
町
内
の
小

学
校
、幼
稚
園
、

こ
ど
も
園
、
保

育
園
な
ど
で
運

動
会
が
開
催
さ

れ
、
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
声

と
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
の
声
援

が
秋
空
に
こ
だ

ま
し
ま
し
た
。

会
津
ま
つ
り
２
０
１
９

日
野
町
商
工
会
役
員
と

　
日
野
町
議
会
議
員
と
の
懇
談
会

　
９
月
29
日
、
日
野
町
商
工
会
役
員

と
議
員
と
の
初
め
て
の
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
、
商
工
会
か
ら
松
井
会
長

以
下
11
名
、
議
会
か
ら
は
杉
浦
議
長

以
下
13
名
の
議
員
が
参
加
し
ま
し

た
。
懇
談
会
で
は
商
店
街
の
活
性
化

や
人
口
減
少
問
題
、
商
工
業
振
興
や

近
江
鉄
道
存
続
問
題
な
ど
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

懇談会の様子

日野中学校体育祭の開会式

桜谷こども園の運動会

　
９
月
21
日
〜
23
日
、
蒲
生
氏
郷
公
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
福
島
県
会
津
若

松
市
に
て
「
会
津
ま
つ
り
２
０
１
９
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
野
町
か

ら
も
藤
澤
町
長
、
日
野
祭
曳
山
囃
子
方
交
流
会
、
日
野
観
光
協
会
を
中
心

に
30
名
以
上
の
方
が
参
加
さ
れ
、
議
会
か
ら
も
杉
浦
議
長
以
下
６
人
の
議

員
が
参
加
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
の
支
援
活
動
に
て
日
野
町
か
ら

赴
き
、
お
風
呂
や
シ
ャ
ワ
ー
を
提
供
さ
れ
た
中
村
幸
太
郎
さ
ん
（
日
野
観

光
協
会
会
長
）
が
取
り
持
た
れ
た
ご
縁
で
、
そ
れ
以
降
、
日
野
祭
囃
子
隊

や
蒲
生
氏
郷
公
隊
と
し
て
藩
公
行
列
に
も
参
加
し
続
け
て
い
ま
す
。

藩公行列の先頭は日野祭曳山囃子方交流会の皆さん。写真右上、左から２
番目が日野観光協会の中村幸太郎会長。トラック上で朝から夕方まで演奏。

白馬に跨り蒲生氏郷公に扮するのは谷成隆副議長。中西、山田、後藤、山
本の５人の有志議員も隊士装束で行列に加わりました。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
長
コ
ラ
ム
／
編
集
後
記
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議会を身近に♯６　議会改革の取り組み

“議会改革”ってなに？
　議会改革（ぎかいかいかく）とは、住民の皆さんの声を行政に生かせるように「議会の構造
や考えを変えていく取り組み」をいいます。４月に当選した議員が一丸となり、「議会改革特別
委員会（委員長：堀江和博）」を新しく設置し取り組んでいます。

改革の種類は３つ！
 １．情報公開（議会の透明性を確保する）

（実施済み）
本会議議事録公開、インターネット配信、
議会広報誌の発行、議員賛否結果の公開など

（実施予定・検討）
視察報告の公開、議長交際費の公開、
議員派遣の公開など

２．住民参加（住民参加を進める）
（実施済み）
議会報告会の実施、各団体との懇談会、
小学生との懇談会など

（実施予定・検討）
議会報告会回数・会場数の増加、
報告会の内容改善など

３．機能強化（議会の能力を引き出す）
（実施済み）
議会基本条例の制定、一問一答権の導入、
決算特別委員会の全員参加など

（実施予定・検討）
災害時行動規定の策定、議会タブレット化、
通年議会の導入など

秋 まちの話題
町
内
の
学
校
な
ど
で
運
動
会
開
催 

　
９
月
13
日
の

日
野
中
学
校
体

育
祭
を
皮
切
り

に
、
町
内
の
小

学
校
、幼
稚
園
、

こ
ど
も
園
、
保

育
園
な
ど
で
運

動
会
が
開
催
さ

れ
、
子
ど
も
た

ち
の
元
気
な
声

と
、
保
護
者
の

皆
さ
ん
の
声
援

が
秋
空
に
こ
だ

ま
し
ま
し
た
。

会
津
ま
つ
り
２
０
１
９

日
野
町
商
工
会
役
員
と

　
日
野
町
議
会
議
員
と
の
懇
談
会

　
９
月
29
日
、
日
野
町
商
工
会
役
員

と
議
員
と
の
初
め
て
の
懇
談
会
が

開
催
さ
れ
、
商
工
会
か
ら
松
井
会
長

以
下
11
名
、
議
会
か
ら
は
杉
浦
議
長

以
下
13
名
の
議
員
が
参
加
し
ま
し

た
。
懇
談
会
で
は
商
店
街
の
活
性
化

や
人
口
減
少
問
題
、
商
工
業
振
興
や

近
江
鉄
道
存
続
問
題
な
ど
に
つ
い

て
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

懇談会の様子

日野中学校体育祭の開会式

桜谷こども園の運動会

　
９
月
21
日
〜
23
日
、
蒲
生
氏
郷
公
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
福
島
県
会
津
若

松
市
に
て
「
会
津
ま
つ
り
２
０
１
９
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
日
野
町
か

ら
も
藤
澤
町
長
、
日
野
祭
曳
山
囃
子
方
交
流
会
、
日
野
観
光
協
会
を
中
心

に
30
名
以
上
の
方
が
参
加
さ
れ
、
議
会
か
ら
も
杉
浦
議
長
以
下
６
人
の
議

員
が
参
加
し
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
で
の
支
援
活
動
に
て
日
野
町
か
ら

赴
き
、
お
風
呂
や
シ
ャ
ワ
ー
を
提
供
さ
れ
た
中
村
幸
太
郎
さ
ん
（
日
野
観

光
協
会
会
長
）
が
取
り
持
た
れ
た
ご
縁
で
、
そ
れ
以
降
、
日
野
祭
囃
子
隊

や
蒲
生
氏
郷
公
隊
と
し
て
藩
公
行
列
に
も
参
加
し
続
け
て
い
ま
す
。

藩公行列の先頭は日野祭曳山囃子方交流会の皆さん。写真右上、左から２
番目が日野観光協会の中村幸太郎会長。トラック上で朝から夕方まで演奏。

白馬に跨り蒲生氏郷公に扮するのは谷成隆副議長。中西、山田、後藤、山
本の５人の有志議員も隊士装束で行列に加わりました。

次
ペ
ー
ジ
は
▼

議
長
コ
ラ
ム
／
編
集
後
記
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編
集
後
記

　
新
し
い
視
点
で
町
長
を
質
す
議
員
、
将
来
を
案
じ
て
財
政
を

質
す
議
員
、
進
出
企
業
が
要
望
さ
れ
て
い
る
道
路
整
備
を
質
す

議
員
な
ど
議
長
を
除
く
13
議
員
が
登
壇
さ
れ
、
様
々
な
角
度
か

ら
見
識
の
高
い
質
問
も
多
く
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
質
問
の

趣
旨
を
十
分
理
解
さ
れ
て
い
な
い
答
弁
者
も
見
受
け
ら
れ
、
今

議
会
も
上
手
く
噛
み
合
っ
た
論
戦
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
一
方
、
極
簡
単
な
事
項
を
質
す
議
員
も
あ
り
、
閉
会
日
の
議

会
運
営
委
員
会
で
委
員
長
か
ら
議
員
及
び
答
弁
者
双
方
が
資
質

向
上
に
努
め
る
べ
き
と
提
議
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
事
を

受
け
、
議
会
改
革
特
別
委
員
会
で
協
議
を
し
て
い
た
だ
く
様
お

願
い
致
し
ま
し
た
。

　
７
月
４
日
東
桜
谷
地
区
を
皮
切
り
に
全
町
で
行
政
懇
談
会
が

実
施
さ
れ
、
各
字
か
ら
数
多
く
の
要
望
案
件
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。
町
は
「
緊
急
性
の
高
い
箇
所
か
ら
」
と
し
て
、
１
千
万
円

の
補
正
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
一
方
、
旧
消
防
署
跡
地
に
つ
い
て
は
、
一
部
に
「
つ
ど
い
の

ひ
ろ
ば 

ぽ
け
っ
と
」
の
駐
車
場
が
含
ま
れ
て
い
る
も
の
の
職

員
・
公
用
車
駐
車
場
の
舗
装
工
事
に
１
千
万
円
を
計
上
さ
れ
て

い
る
点
に
つ
い
て
、
住
民
要
望
に
は
約
30
％
の
対
応
で
職
員
用

等
の
駐
車
場
に
は
即
対
応
さ
れ
た
事
に
つ
い
て
議
員
か
ら
も
指

摘
が
あ
り
ま
し
た
。
住
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
忘

れ
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
議
会
も
監
視
機
能
の
強
化
に
務
め
て
参

り
ま
す
。

議長 杉浦 和人

　今
回
の
議
会
だ
よ
り
は
い
か
が
で

し
た
か
？
全
て
の
情
報
を
掲
載
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
み
な
さ
ま

の
知
り
た
い
こ
と
、
知
っ
て
お
か
な

く
て
は
い
け
な
い
こ
と
は
掲
載
さ
れ

て
い
ま
し
た
で
し
ょ
う
か
？

　議
会
広
報
特
別
委
員
会
の
調
査
研

究
と
、
み
な
さ
ま
の
ご
協
力
で
、
議

会
だ
よ
り
は
よ
り
役
に
立
つ
情
報
誌

に
な
っ
て
い
き
ま
す
。
身
近
な
議
員

や
議
会
事
務
局
ま
で
、
ご
意
見
ご
感

想
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
ま
す
と
幸
い

で
す
。

（
野
矢
貴
之
）

議
会
広
報
特
別
委
員
会

　
　
　委
員
長 

堀
江

　和
博

　
　
　副
委
員
長 

後
藤

　勇
樹

　
　
　委
員 

齋
藤

　光
弘

　
　
　委
員

　
　
　
　

 

加

　和
幸

　
　
　委
員 

髙
橋
源
三
郎

　
　
　委
員 

山
本

　秀
喜

　
　
　委
員 

野
矢

　貴
之

議

長

コ

ラ

ム

大津市議会を視察研修

住
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の

行
政
サ
ー
ビ
ス
を

議会改革特別委員会は、議会改革の取り組
みについて、先進地である大津市議会で研
修を行いました。

＊
「
議
会
だ
よ
り
」
に
関
す
る
ご
意
見
募
集
中
！
書
式
は
問
い
ま
せ
ん
。
郵
送
・e-m

ail

ま
た
は
議
会
事
務
局
ま
で
ご
持
参
願
い
ま
す
。
　

（７月23日）

～まちのことを一緒に考えませんか？～
『住民の皆さんとの意見交換会』

開催のお知らせ

11 月 30 日（土曜日）、次の２会場において、住
民の皆さんと議員との懇談の場を計画しました。

＊それぞれのテーマについて、議員に伝えたい、
議員と話がしたいと思っていただいた方は、ぜひ
お越しください。議員一同、お待ちしております。

テーマ
「子育て・教育」

会　場
日野公民館

時　間
19時 30 分開会

テーマ
「地域農業」

会　場
中之郷会議所

時　間
19時 30 分開会

日野町議会広報

日野町議会 議会だより
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